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マリアン・アンダーソンの 1953 年の日本コンサート・ツアー 

          ――トランスナショナルな歴史―― 
 

ケイティー・A. カラム、木本麻希子、大田美佐子、キャロル・J. オージャ 
 
 

1953 年 4 月 27 日、日本が戦後、連合軍による占領の統治から復帰した一年後に、著名

なアフリカ系アメリカ人の歌手、マリアン・アンダーソンがコンサート・ツアーのために

東京に到着した。アンダーソンの来日は日本放送協会 (NHK)の主催であったが、アンダ

ーソンの滞在は、国と地方のメディアのネットワーク、アメリカ大使館当局、教育機関、

そして慈善活動団体とも連携し、とりわけ社会福祉法人中央共同募金会や日本赤十字社

(JRCS)、そして国内の音楽評論家や演奏家たちなどによっても支援された。彼女は、日本

の主要ないくつかのコンサート施設で演奏し、アメリカの原子爆弾が破壊した 8 年後の広

島で孤児のための慈善コンサートの舞台に立ち、親善大使としての務めも果たした。アン

ダーソンは皇居でも演奏し、ニューヨーク・タイムズ紙は、このことを「2,600 年の歴史

において初めての黒人のゲストであった」1と報じた。アンダーソンにとっては今回がア

ジアへの初めての訪問であった。彼女は 1 ヶ月以上もの間、日本に滞在し、東京で数回に

渡って演奏し、名古屋、大阪、広島で巡回公演を行った。その後、1953 年 5 月 27 日に

は、朝鮮戦争に従軍していた米国陸軍と国連軍の慰問演奏会で、彼女は韓国に短期の訪問

をした。この訪問は、北朝鮮と休戦が締結される僅か 2 ヶ月前の交戦状態の最中に行われ

た。1953 年のアンダーソンの来日は、国務省によって主催されたアジア・ツアーより前

のことで、そのツアーは元々4 年後に開催されることになっており、日本での演奏は含ま

れていなかった2。 
 アンダーソンの演奏旅行は、新たな政治的安定を受け入れ、日本が占領から抜け出し、

まだ第二次世界大戦からの傷跡を癒しつつ、実質的に国際社会へ再び参入しようとしたと

きに行われた。顕著な一例として 1953 年に皇太子の明仁が、6 ヶ月間の世界各国訪問を

行い、日本という国の新しい顔として国際的な舞台でデビューを果たしたことが挙げられ

る。 
第二次世界大戦後、日本の復興のための連合軍による計画は、日本でよく知られていた

総司令部つまり GHQ の精力的な支持によって急速な欧米化や民主化を推進するものであ

った。GHQ とは、いわゆる復興支援をした連合国最高司令官総司令部（SCAP）のダグ

ラス・マッカーサー最高司令官の連合国機関を指す。GHQ は西洋的な伝統を積極的に奨

励したが、西洋クラシック音楽の演奏もまた、ヨーロッパの音楽の伝統とともに日本の強

固な歴史を構築するという重要な課題に貢献した。1950 年に朝鮮戦争が勃発すると、米

国政府による特需により、日本は力強い経済成長を経験し、外国人の名手たちを招聘する

ことができるようになった。ピアニストのワルター・ギーゼキング（1953 年 3 月）、ヴ

ァイオリニストのヤッシャ・ハイフェッツ、そして指揮者のヘルベルト・フォン・カラヤ

ン（両者とも 1954 年 4 月）のような海外の著名な音楽家たちは、外貨を文化的イベント

のために使うことができた日本の新聞社や NHKによって招聘された3。このような西洋ク
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ラシック音楽のスターたちは、日本の各都市で演奏し、日本の聴衆は彼らを熱狂的に受け

入れた。ここで注目すべきことは、来日した音楽家たちはヨーロッパやロシア系の白人男

性であったことで、当時のクラシック音楽界において、女性は主に声楽家として成功する

ケースが多く、黒人は概して排除されていた。 
本稿は、連合国占領下における日本の広漠たる欧米化の計画に関連し、公民権のアイコ

ンであったアンダーソンのコンサート・ツアーとアンダーソンの象徴的存在の情況を説明

し、戦後の日米文化交流の重要な時期についてふたつの文化の観点を提示する。本研究は、

日米の音楽学者の研究チームによって、日本とアメリカの両国で着手され、日本語及び英

語の原典を参照した。大田と木本は、NHK や皇室を含む日本のアーカイブを訪問した。

全国紙及び地方紙の新聞を含む国立国会図書館東京館と関西館へも赴いた。神戸大学での

大田ゼミの学生は、日本語と韓国語の資料を翻訳した。オージャとカラムは、リンカー

ン・センター舞台芸術図書館に所蔵されているヒューロック・アトラクションズによって

収集されたアンダーソンのキャリアのスクラップブックと、ペンシルベニア大学でマリア

ン・アンダーソンのデジタル化された写真（オンラインで入手可）の調査を行った。また、

こんにちの電子資料のアクセス権の不公平さを示す一例だが、日本で閲覧し難い環境にあ

る電子版のニッポンタイムズにもアクセスした。我々は一貫して、日米双方の方法論を尊

重し、同時に連携と交渉のプロセスを生み出していった。 
 異文化間の共同研究の実践のなかで、本稿は、音楽学を含む人文学のスタンダードでは

ない興味深いプロセスを生み出した。4 名の著者は、地球の反対側に居住しつつ、文書を

書き進め、多くの記録メモをグーグル・ドキュメントで共有し、研究資料を保存し共有す

るためにドロップボックスのフォルダを使用し、スカイプを通して定期的にグループ会議

を開催した。ハーバード大学ライシャワー日本研究所の研究支援のおかげで、2018 年 2
月には、ハーバード大学で、研究の方向性を変化させるほど貴重な 10 日間の共同研究を

行うこともできた。現地での共同研究の前に、各自が本論文の異なるセクションをそれぞ

れ担当し、論調を統一するためのみならず、文化的な相違を尊重しようと試み、別々の観

点を相互に融合するための時間を持った。それは、非常に有意義な、満たされた経験であ

った。 
複数の問題が相互に交差して織り成し、国境を越えた歴史を形成しているが、我々はそ

こで、日本でのアンダーソンの経験が、彼女への日本人の反応と相俟って、占領初期の重

要な問いを探究する手段を与えたことを論じている。そして、重要な問いとは、強引な民

主化計画の結果として、米国がいかにソフト・パワーの作戦展開を行ったか、いかにして、

非ヨーロッパの演奏家が西洋クラシック音楽における権利を確保できるか、アフリカ系ア

メリカ人と日本人との間の人種的な関係性の複雑な歴史について、そして、日本の聴衆が

黒人霊歌にいかなる反応を示したのか、ということである。日本の音楽評論家たちは、戦

後の急速な変容のただ中にあって、アンダーソンの演奏解釈の重要な文化的対話者の役割

を果たしていた。アンダーソンの来日は、日本国民だけではなく、(日本及び韓国に駐在

していた)アメリカ人兵士たちにとっても重要であった。さらに、その存在は、日本では

特に学校教材を通して伝えられたので、結果として日本の人々に影響を与え続けていた。

それにも関わらず、占領に関する多数の引用文献を確認するなかで、我々の研究チームの

日本人メンバーは、第二次世界大戦の記憶について、依然として日本での議論は二極化さ
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れたままであり、公共の場や学校でも議論が抑圧されてきたと感じている。大田は、この

心的外傷期が「ブラック・ボックス」に保存されたものと感じており、占領下に関する研

究で評価を得てきた歴史家のジョン・ダワーは、このジレンマを「ほかの何よりも敗者が

望んでいたのは、過去を忘れ、過去を乗り越えることであった」4と説明した。本研究の

アメリカチームにとって、この共同研究の経験は、一流のアフリカ系アメリカ人のアーテ

ィストが日本に訪問した際に受けた深い敬意を感じ取るものだった。もちろん、その背景

には、占領軍が日本に課した、西洋帝国主義の新時代をつくるための文化の追放、そして

文化の方向転換があった。 
 

状況説明：人種、演奏会の生活、そして戦後の挑戦 
 
 人種、性別、民族的な出自の点で、アンダーソンは、占領後間もなく日本へ招聘された

著名なクラシックの音楽家のなかでも際立った存在であった。アンダーソンの場合、世界

的に出回ったレコードやラジオでの強い存在感を通して、来日前に評判が先行していたが、

彼女の異質さはあきらかであった。「日本人は、クラシック音楽に優れた理解力を持って

います」と彼女はアフリカ系アメリカ人の読者を対象とした光沢紙の写真雑誌、「Our 
World」の記者に答えた。「日本人は、私のレコードにも親しんでいます。実際、私が日

本に到着するずっと前に、彼らのリクエストには圧倒されてしまったのです」（写真 1）。
5 特に、民間情報教育局 (CIE)が、「アメリカ音楽を聴くレコードコンサートの最初のシ

リーズ」を企画したのが 1948 年であった。つまりアンダーソンのコンサート・ツアーの

5 年前である。その演目には、アンダーソンの黒人霊歌の録音が何曲か含まれていた6。 
 
写真 1. 
Our World の表紙のアンダーソン、1953
年11月。ファッション・デザイナーがア

ジアに対して抱くビジョンを表現して

「汎アジア的」な衣装を着ている。目立

った特徴のいくつかが組み合わされてい

て、中国服にも見えるが、関連性はわず

かである。Marian Anderson Papers, 
Rare Books and Manuscripts, Kislak 
Center for Special Collections, 
University of Pennsylvania Libraries 
(hereafter Anderson Papers). Public 
domain. 
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日本の聴衆は、たびたびアンダーソンの演奏を深い次元の悲哀と結び付け、感情的なカ

タルシスを得た。その聴取経験は、いつまでも残って消し去れないほど見事なものであっ

た。著名な彫刻家の舟越桂（1951 年生まれ）は、彼の両親が東京でのアンダーソンの演

奏会に行ったことを回想している。その出来事は家族の体験に刻まれた記憶であり、数十

年後に舟越家の子供として記者のインタビューに応え、両親が来日したアンダーソンの演

奏に強い感情的な反応を示したと語ったのである。舟越の両親は特に、アンダーソンのレ

パートリーで最も人気のある有名なドイツ歌曲、シューベルトの《魔王》の演奏解釈に感

銘を受けていた。戦時中の疎開時に、舟越家は病気で子供のひとりを失い、当時の限られ

た物資のなかでも高額なチケットを買い求め、両親はアンダーソンの演奏でその子を回想

し、その演奏を一種の癒しとして受け止めたという7。芸術に精通し、東京の「ニッポン

タイムズ（1956 年にジャパンタイムズに改名）」の音楽批評家で、ボストン日本協会の

理事長でもあるピーター・グリリもまた、子供のときにアンダーソンの東京での演奏会に

行き、彼女の《魔王》の演奏が際立ったものであったと回想している。「私は決して忘れ

ないでしょう！日比谷公会堂でアンダーソン女史の演奏会を聴いたのはまだ 10 歳の子供

の時でしたが、とても感動しました。」とグリリはボストンでの対談で語った。 
 
グリリは続けた:「その演奏会で《魔王》と並んで、私が最も強い印象を受けた曲は、

《Swing Low Sweet Chariot》でした。当時、私は、アメリカ社会における奴隷制度や黒

人について、キリスト教の死の概念や天国での復活については殆ど何も知りませんでした。

しかし、私は、その歌の激しい強さを決して忘れないでしょう。アンダーソンの音楽の力

と集中力は、心の内側へ向けられているように思われ、私には、あの霊歌が彼女の魂から、

直接、聴衆全員の魂へと流れて行くように感じられました。」8 
 
同様に、浦川宜也は、のちに著名な日本人ヴァイオリニスト、教育者となったが、

1970 年代にアンダーソンの伴奏者であるフランツ・ルップと共演しており9、13 歳のとき

にアンダーソンの東京での演奏会を聴きに行った。「私の母は歌手だったので、1953 年

に東京の日比谷公会堂でのマリアン・アンダーソンの演奏会に私を連れて行きました。私

は、アンダーソンの黒人霊歌の演奏の強烈なインパクトをはっきりと憶えています。まる

でアンダーソンの声そのものが芸術であるかのように感じました。彼女の黒人霊歌の演奏

は、宗教的で、私に何らかの強い精神的なショックを与えました。アンダーソンの黒人霊

歌の演奏の背景には、一種の哲学があるように思いました。」10 
さらに、もうひとつの日本でのアンダーソンの演奏は、京都の公益財団法人青山音楽財

団理事長である田中美鈴の記憶に残っている。1953 年 5 月 6 日の大阪サンケイホールで

聴衆のなかにいた彼女は、アンダーソンの声の特殊性について次のように回想している。

「アンダーソンの音程は、広い音域のせいか、期待するものよりも常に低かったが、歌声

はヴェルヴェットのように艶やかで、演奏はとても素晴らしかった。」11 
特に、現在もなお有名な、かのリンカーン記念堂での 1939 年の演奏会の写真を通して、

米国における公民権の象徴としてのアンダーソンの卓越性が、来日へと繋がった。冷戦期

の米国の国際関係にみられるように、GHQ は、米国を自由の規範、すなわち模倣される
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べき民主主義のモデルとして、日本人にアメリカの民主主義を推奨した。同時に、公民権

運動が着実に差し迫ってくるにつれて、米国では人種差別や偏見に対処する圧力が強まっ

てきた。1954 年 5 月にブラウン対教育委員会裁判において、公立学校の人種差別が違憲

であると宣言された歴史的な最高裁判所の決定とともに、その運動は始まった、というの

が一般的に言われている史実である。しかし、公民権への戦いは 1954 年よりも数十年前

に遡る。この戦いは数十年に渡って続き、歴史家に「長い公民権運動」と呼ばれるように

なったが、アンダーソンの 1939 年の演奏会は、完全な市民権を求めるアフリカ系アメリ

カ人の闘争の象徴的な代表となる決定的な瞬間であった。「アメリカ革命の娘」（DAR）

は、白人のみの契約の条項を引き合いに出し、当時、ワシントン D.C.の主要演奏会施設

であったコンスティテューション・ホールでのアンダーソンの演奏の権利を否定した（ジ

ョン・F・ケネディセンターは、1971 年まで開館しなかった）。全米黒人地位向上協会

（NAACP）による支持で急速に組織化された動員の成果もあり、アンダーソンと彼女の

マネージャーのソル・ヒューロックは、リンカーン記念堂の階段で演奏会を行い、DAR
に対して戦略的な勝利をおさめた。75,000 人以上の混血の聴衆が出席し、演奏会は、大

陸の向こう側のラジオを通して何万人もの人々へと届いた。アメリカ全土で黒人と白人の

両方の新聞の見出しがこの出来事を取り上げた。 
14 年後、日本におけるアンダーソンの演奏のために作られたプログラム冊子では、こ

の演奏会からの写真を特集している。それは、彼女のアイデンティティが注目すべきイベ

ントと融合されたその証拠を示していた。特に、アンダーソンと NHK 会長の古垣鉄郎か

らの献詞が冊子の冒頭に掲載され、古垣のメッセージは、芸術を人道主義の理想と結び付

けている。「あらゆる偏見や対立を超えて、すべての人々を結ぶもの、それは真の芸術の

外にはあり得ない」（写真 2）。12 米国の首都におけるコンスティテューション・ホール

の特異な存在を鑑みると、アンダーソンの勝利は、米国のコンサート会場全体における人

種的正当性に大きな意味を持った。そして、日本のプログラム冊子のなかで写真が示した

歴史は、行動する民主主義について鮮烈なイメージを与えた。コンスティテューション・

ホールとアンダーソンとの奮闘が長年にわたり続いていた間、歴史的な進展が彼女の日本

ツアーの直前に起きた。1953 年 3 月 14 日に、彼女はコンスティテューション・ホールで

人種的に統合された聴衆の前で初めての演奏会を開催した。それは、一度限りの例外では

なく、人種差別を廃止する新しいポリシーの一部として催されたのである。 
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写真 2. 
Vocal Recital Marian Anderson, 1953 のプログラム冊子より。プログラム冊子は、1939 年の

リンカーン記念堂でのアンダーソンの演奏会の写真、アンダーソンと古垣鉄郎の献詞が含まれ

ている。Courtesy Anderson Papers。 
 
同時に、日本人とアフリカ系アメリカ人との関係には長い歴史があり、それはアンダー

ソンのリンカーン記念堂のコンサートの数十年前に遡り、彼女の日本ツアーの重要なコン

テクストでもあった。1919 年に第一次世界大戦の終結を議したパリ講和会議で、日本政

府は人種差別撤廃条約を提唱したが、この人道的条項は採択されなかった。その後、日本

は、米国、イギリス、フランス、そしてイタリアの同盟国となった。歴史家のマーク・ガ

リキオ13が記録したように、1920 年代までには、「ブラック・インターナショナリズムの

イデオロギー」のなかで日本は重要な地位を獲得した。10 年後、アジアで日本の侵略が

激化した時でさえ、W.E.B.デュ・ボイスのような著名なアフリカ系アメリカ人の知識人

は、この島国との連帯を感じ続けたのである。アジアにおける日本の支配が、ヨーロッパ

の植民地化政策と憂慮すべきほどに類似していることを認めつつ、デュ・ボイスは、ヨー

ロッパのケースとはまったく違い、日本の「計画は、征服者に対する人種的な憎しみに基

づいているものではなく、被征服者（たとえば、台湾、韓国、満州など）は、日本人と血

族的な関係性があるものとみなされる」。14と記している。真珠湾攻撃の直後、多くのア

フリカ系アメリカ人のリーダーたちと市民は、人種的な連帯感で日本を評価し続けていた。

たとえば、「黒人の兵士」は、1942 年 1 月にピッツバーグ・クーリエで発行された投稿

だが、当時、一般的であった人種差別的な表現を用いながらも、日本人に対する信頼を表

現している。 
 
「もし、黒人が日本人によって支配されていたなら、現在の状況より悪くなっていただ

ろうかとさえ疑わしく思う。個人的に私は、私たちが日本人は悪者と信じさせられている

だけなのではないかと思う。日本は愛国的な市民に対して、アメリカで黒人が受けるほど
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にひどい扱いをしないだろう」。15 
 
太平洋を横断し、絶え間なく変わる人種的な関係性のなかで、日本人もこのような人種

的な連帯感をもった。もっとも、人種的な態度は、特に長期にわたってみると、一貫性の

あるものではなかった。20 世紀の初頭、多くの日本人にとって、アフリカ系アメリカ人

は白人との関係性を進めるひとつのモデルであったが、人種に対する態度は、日本の帝国

主義が激化するにつれ、曖昧になった。歴史家の小代有希子は、1930 年代の日本人のな

かで、「アジア民族としての身体的アイデンティティ」と「ヨーロッパ民族としての精神

的なアイデンティティ」の分離が深まっていることを指摘している。近代の日本では帝国

主義が加速するにつれ、この「二重の人種的なアイデンティティ」が形成され、「アジア

人のみならず西欧人の立場からみると、日本の地位は植民地支配として合法化された」。
16結果として、第二次世界大戦前と戦中の日本政府による人種政策は、日本社会の一般的

な肌の色に基づく差別とは矛盾したものであった。 
アメリカ主導の日本占領は、日本人とアメリカ人の兵士―つまり、黒人、白人、そして

日系アメリカ人の米兵を含む他の人種のグループの間に、これまで以上に対面接触の機会

を増やすことになり、人種問題に新しい時代をもたらした。GHQ は、米国における人種

差別主義者の慣習に準拠し、民主化を目指す国に対して逆行的なモデルを示して、占領軍

に人種差別を課した。「マッカーサーの本部に勤務するアフリカ系アメリカ人の軍人は誰

もいなかった」と、歴史家のサラ・コブナー17は記している。しかしながら、実際に日本

に滞在するアメリカ人の兵士と日本人女性との性的な関係については、大衆文化が注目す

るようになった。1952 年、アンダーソンのツアーの 1 年前であるが、〈ごめんなさい〉

という歌が日本でヒットし、アメリカ人兵士と日本人女性との「親密でおそらく不平等な

関係性」に焦点が当てられた18。メランコリックな歌詞は、レイモンド・ハットリの旋律

に医師のベネディクト・メイヤーが書いた。両者ともアメリカ人の兵士であった。〈ごめ

んなさい〉は、そもそも、アフリカ系アメリカ人の歌手、リチャード・バウアーズによっ

て日本で録音されたものであり、その後、ハリー・ベラフォンテ、ゴードン・ジェンキン

ス、そしてサミー・ケイ19による録音でアメリカへ渡った。この歌は、日本民謡の〈さく

ら〉の引用で始まり、テンポの速いビッグ・バンドのアレンジへと転換する。その途中で、

歌詞に「my Butterfly heart」が含まれ、プッチーニのオペラ《蝶々夫人》20における混

血人種のカップルの私生児を連想させるのである。 
アメリカの女性誌『Redbook』は、メイヤーズが日本に滞在する米兵との非嫡出子たち

のための孤児院に〈ごめんなさい〉の印税を寄付したと言及した。そして、1953 年に日

本は実際に、人種の違うカップルから生まれた子供たち、つまり、悪名高く「混血児」と

称された子供たちの困難に対処していた。この問題は、これらの子供たちが学校に通う年

齢に達し、国民の意識に広がり始めたため、アンダーソンの来日中に常にニュースになっ

ていた。クリスティン・ローバックは、「子供たちは、母親の人種よりもむしろ父親の人

種で単系的に識別されるだけでなく、父系の血統の定性的な相違を識別した分類システム

で、日常的に「黒人」か「白人」のいずれかに分類された。」と言及している。「1950
年代の日本では、非血縁者として最も強制的に定義されたのは、黒人のアメリカ人、黒人

の混血児であった。」21これらの子供たちについて情報をあきらかにすることは社会的に
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タブーであったため、彼らはしばしば孤児院や個人宅で隠されていた。占領期が終焉を迎

えるまで、混血児の問題は、社会的に重要な論争としてジャーナリストや政治家によって

議論されたが、どれほど多くの子供たちに影響が及ぼされるかについては意見の食い違い

があった22。驚くべきことに、1953 年 4 月 26 日の朝日新聞では、マリアン・アンダーソ

ンに関する記事が映画『混血児』のレビューと同じセクションに掲載された23。小代有希

子の説明によると、その映画は「ヘンリーとトミー、つまり黒人と日本人のハーフの子ど

もで、日本国内のアメリカ軍の支配による犠牲者」に焦点を当てることで、「日本に基地

を置く米軍の存在から生じる社会的な問題」24を扱っていた。日本の孤児のためのアンダ

ーソンの募金集めは、その後、朝日新聞の記事で取り上げられている。しかし、アンダー

ソンは混血児に対して、特別な配慮を見せたわけではなく、彼女が来日する一年後の

1954 年の春に来日したアフリカ系アメリカ人の歌手のジョセフィン・ベーカーほど活動

的な姿勢は見せていなかった。ベイカーはいわゆる「占領期の子供たち」と呼ばれた混血

の孤児のために資金集めの演奏会を開催し、個人的にも 2 人の孤児を養子にした25。 
 多様な局面で、多くの日本人にとって黒人と白人の両方のアメリカ人と交流するのは、

占領期がはじめてであった。アンダーソンの来日は、このような国境を超えた結び付きと

いう総括的なコンテクストをもって行われたのである。たとえば、1953 年に名古屋で開

催されたリサイタルでは、聴衆のなかに、多くのアフリカ系アメリカ人の兵士がいた、と

地方紙が報告している。「白いイブニングドレスの女史、背景の金びょうぶ、周囲の壁を

染める青い光にブラウンの皮膚が美しい諧調を形づくる。満員の客席には、黒人駐留軍兵

士の姿が多かった。」26 
  歴史家のジョン・G・ラッセルによると、アフリカ系アメリカ人の兵士のステレオタイ

プは、村上龍、山田詠美、手塚治虫といった日本の作家たちの様々な小説や漫画を通して

強められてきた27。一方アンダーソンは、特に黒人霊歌の演奏を通して、黒という言葉の

内実を表現しただけでなく、スタンダードなヨーロッパのレパートリーを演奏することで、

聴衆の期待を複雑なものにしたのである。 
 
アンダーソンの日本と韓国での旅程 
 

1953 年にアンダーソンはニューヨークから東京まで飛行したが、途中には数回の乗り

換えが必要であった。アンダーソン、ツアーマネージャーのアイザック・ジョフェ、そし

て伴奏者のフランツ・ルップが出発したのは 4 月 15 日で、ニューヨークからシカゴ、そ

してサンフランシスコへ飛び、ホノルルには翌日に到着した。ホノルルでは 10 日間の滞

在で、2 つの演奏会を開催した。その後、ウェーク島に立ち寄り、4 月 27 日に東京の羽田

空港に到着した。羽田空港では、古垣鉄郎（NHK 会長）、マルセル・グリリ（ニッポン

タイムズの音楽批評家で NHK 国際部代表）、斉田愛子（歌手）、村田武雄（音楽批評家

で英文学者）そして日本の RCA ビクター代表が率いる団体から熱烈な歓迎を受けた28。

（アンダーソンの羽田空港到着の写真 3 とアンダーソンの旅程の表 1 参照） 
スターへのこのようなもてなしは、ツアーの全日程にわたり当然のように行われた。ア

ンダーソンは、旅行中、日記に詳細に出来事を書き綴ったが、それ自体、彼女にとって珍

しいことであった。 
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アンダーソンは、歓迎会での最年少の参加者の「着物を着た愛らしく幼い少女」が、彼

女に花をプレゼントしてくれたことを記していた29。当時、空港は、軍事輸送施設として

の占領下の利用から国際的な商業拠点への過渡期であった。1953 年にアンダーソンが到

着したとき、第一旅客ターミナルはまだ開発中であり、開業するまでにはあと 2 年を要し

た30。 

表 1: アンダーソンの日本と韓国での旅程表 
日程 都市 演奏 

4 月 27 日～5 月 4 日 東京 
NHK ラジオ放送：4 月 29 日 

コンサート: 5 月 1 日(A)、5 月 4 日(B) 

5 月 5 日～5 月 8 日 大阪 
コンサート：5 月 6 日（A） 

5 月 8 日（B）（兵庫） 
5 月 9 日 京都  

5 月 10 日～5 月 11 日 広島 コンサート：5 月 11 日（D） 
5 月 12 日 京都  
5 月 13 日 奈良  
5 月 14 日 京都  

5 月 15 日～5 月 17 日 名古屋 
コンサート：5 月 15 日（A） 

5 月 17 日（B） 

5 月 18 日～5 月 26 日 東京 
コンサート：5 月 19 日（慈善演奏会） 
5 月 22 日（C）、5 月 23 日（皇室）、 

5 月 25 日（D） 

5 月 27 日～5 月 29 日 プサン 
軍人たちのための演奏会 

5 月 28 日及び 29 日 
野外コンサート：5 月 29 日 

5 月 30 日～5 月 31 日 ソウル 
軍人たちのための演奏会 5 月 30 日 
米兵のための演奏会 5 月 31 日 

6 月 1 日～6 月 3 日 東京  
※註）アルファベット A-D は写真 29 のフライヤーに掲載されている、あらかじめ決められた

アンダーソンのコンサートプログラムのセットを指す。空白は、アンダーソンの演奏会がなか

った日を表している。 
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 写真 3. 
日本人歌手の斉田愛子が、羽田空港でアンダーソンと挨拶を交わしているところ。同席してい

るのは、NHK とニッポンタイムズのマルセル・グリリ。Anderson Collection of Photographs, 
Anderson Papers (hereafter Anderson Collection of Photographs). 
  
 
 NHK 及び米国大使館主催の様々な歓迎会や晩餐会で、アンダーソンは、文化、政治の

分野の指導者たちと面会する機会を得た。4 月 28 日の来日初日には、NHK 主催の宴で著

名な琴奏者の宮城道雄（1894-1956）の演奏を聴いた31。中部日本新聞のインタビューで、

彼女は以前にシカゴで琴の音を聴いたことがあり、まさに天国にいるかのような音で、そ

の静けさや平和な雰囲気に有難みを感じたと言及した32。宮城の出身地である神戸新聞の

記事には、東京の NHK ラジオの第一スタジオで、宮城がアンダーソンと面会したときの

写真が掲載された33。宮城は、その年の一年後のインタビューでもアンダーソンについて

語り、シューベルトの《魔王》で、別のキャラクターへと変化していく彼女の声の多様な

色彩感を賞賛した。彼はアンダーソンの演奏会へは来られなかったものの、ラジオでその

演奏を聴いたのである34。 
東京でのアンダーソンの活動拠点は、国際色豊かで文化的な千代田区の有楽町であり、

銀座と日比谷公園の中間に位置していた。有楽町はまさに「空襲を免れた東京の中心街の

数平方マイル」35の一部であり、様々な活動で賑わい、洗練された街であった。第二次世

界大戦後、日本人にとって「ファッショナブル」とは、しばしば「欧米化」を意味した。
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アンダーソン一行が滞在した帝国ホテルは、1890 年の開業以来その地にあり、外国の高

官や著名人が宿泊する東京の一等地として活用されていた36。有楽町には、アンダーソン

が 5 月 1 日に初めてのリサイタルを開催した日比谷公会堂もあった。日比谷公会堂は、

1929 年に 2,070 席を有して開館し、1945 年 3 月の大空襲での被害を免れ、戦前と戦中に

東京の文化的な生活の中心的な役割を果たした37。有楽町地区は、1953 年まで GHQ によ

って運営され、占領軍の求めに応じてエンターテイメントを届けていたアーニー・パイル

劇場を含み、アメリカ人に支配されていた。（写真 4） 
 

写真 4. 
東京の日比谷公会堂の正

面からの写真。1929 年に

開館し、2016 年から修繕

のために閉館した。日比

谷公会堂は、アンダーソ

ンが滞在してエレノア・

ルーズベルトに会った帝

国ホテルの隣に位置する。

大田美佐子（撮影）、

2017 年。 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
アンダーソンの旅程は三つに分かれ、東京での 1 週間、西へ移動して京都、大阪、広島、

名古屋での 2 週間、そして最終週の東京で構成されていた。（写真 5）日本ツアーの後、

アンダーソン一行は、東京経由でニューヨークへ戻る前に韓国に赴き、プサンとソウルで

5 日間を過ごした。「私のスケジュールは、鉄道の時刻表のように厳密でした」とアンダ

ーソンは、自伝で記している38。昭和天皇の誕生日である 4 月 29 日午後 8 時、NHK 第一

放送で最初のアンダーソンの歌がラジオで放送され、その後、9 つの演奏会が数日ごとに

放送された39。アンダーソンの訪問が日本のラジオ放送の最盛期と重なったことは意義深

い40。その 2 年前、NHK 会長の古垣鉄郎は、戦後のラジオ放送のためのユートピア的な

ビジョンを宣言した。「我々は、ラジオが世界平和と国際的な友好の確立に強力な影響を

与えることができると感じています。」（写真 6）415 月 1 日のアンダーソンの演奏会の初

日のチケットはすぐに完売した42。アンダーソンは日記で、「大観衆」と彼女が受け取っ

た「たくさんの花束」について綴った。演奏後、ファンのひとりが「あなたが特別な力を

発揮するために今日の新鮮なものを」43と書かれたメモとともに 1 クオート瓶の山羊のミ
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ルクを渡したという。食料難の折、占領下ではミルクは子供の栄養に大切な役割を果たし

てもいた。5 月 4 日には、アンダーソンと伴奏者のルップが再び日比谷公会堂で演奏した。

（写真 7）44ロバート・マーフィー米国大使が参加しており、その夜にアンダーソンを祝

福するために「あなたは日本へ来られた本当に最高の大使です。」45と書き送った。 
 

 
写真 5. 
1953 年のアンダーソンの日本ツアーに関する地図。木本麻希子（作成）、2018 年。 
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写真 6. 
日本の NHK ラジオで歌うアンダーソン。NHK 交響楽団（提供）、東京。 
  

 
写真 7. 
東京の日比谷公会堂で演奏するアンダーソンとルップ。 
NHK 交響楽団（提供）、東京。 
 
 アンダーソンは、東京の自由時間には、来日の著名人の世話をする内部関係者とともに

買い物と観光をした。たとえば、5 月 2 日には能楽堂で演奏を聴き、舞台裏に招待された。

日記には「二人の役者に会い、両者が素晴らしく手の込んだ衣装とお面を付けており、ふ

たりがそれぞれ出演した二つの場面を観ました。」と記した。「言うまでもなく、その光

景を舞台裏から見るには、靴を脱がなければなりませんでした。」46その後、アンダーソ

ンは、歌舞伎座の公演を観て、そこで「最も有名な役者」に会った。その人物とは、高名

な尾上梅幸（1915-1995）であったと思われ、Our World 誌でアンダーソンと一緒に写っ

ていた。（写真 8）47彼女の到着後すぐ、東京新聞は、アンダーソンが日本の茶道を学び、
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日本の伝統的な芸術を見たいと言い、その両方の願いを果たしたと報告している48。彼女

のスケジュールはぎっしり詰まっていて、紹介された日本文化を楽しんでいるようで、靴

を脱がなければならなかったことや様々な日本料理の体験について楽しかったことを日記

に書き綴った。そして、「大変疲れたが幸せ」とも語っている49。 
 

 
写真 8. 
アンダーソンと高名な歌舞伎役者の尾上梅幸（論文の見出しでは、名前の綴りに誤りがある）。

Our World で掲載。1953 年 11 月、Anderson Papers. Public domain. 
 
 次のコンサート会場の最初は大阪で、大阪での公演は 2 回あり、東京及び主要な演奏会

場で行っているものと同じ 2 種類のプログラムが披露された50。「私たち 8 名で東京を離

れて、他の都市へ移動の旅をしました。」とアンダーソンはそのもてなしを自伝に記録し

ている51。最初の演奏会は、大阪の産経ホールで開催され、次は長い伝統をもつ女性のレ

ビュー劇場、宝塚歌劇団の拠点である宝塚大劇場で開催された52。アンダーソンの一行は、

5 月 9 日に京都で休日を過ごし、平安神宮や桂離宮もあわせて見学した。「1300 年以上前

に整えられた内装は、今でも素晴らしい姿をしています。オリジナルの絵画が飾られた小

さなキャビネット、上質な木製の作品、言葉で言い表せない雰囲気」と日記には記録され

ている53。リハーサルのあと、一行の男性たちは、「芸者の桜踊りを観るために午後 6 時

に出掛けました。」彼女は世界的な著名人で人権の象徴であったが、女性としてそのパフ

ォーマンスを観ることから外された54。 
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 一行は、広島へ着くまでに一日かかった。広島は、1945 年のアメリカの原子爆弾の投

下からまだ復興も道半ばの重要な滞在地であった。5 月 11 日には広島で、アメリカ軍と

GHQ に接収されていた元映画館の東洋座で演奏会を開催した55。戦後に開館した東洋座

は、原子爆弾から生き延びた広島の中心地にある数少ない建物の隣に建てられ、重要な文

化的中心地となり、損失と復興の両方を象徴する場所となった。演奏会のあと、アンダー

ソンは、前皇女で昭和天皇の四女であった池田厚子と彼女の夫の池田隆政に会った56。広

島では、一行は有名な厳島神社へのボート観光もした。（写真 9 及び 10）57 
 

 
写真 9. 
M.P.E.A.シアターの写真。占領期の1948年の広島での劇場。劇場名は、1950年に「東洋座」

と改称された。アンダーソンの演奏会は、アメリカ映画『地上最大のショー』の上映期間中に

開催された。2017 年に現地を撮影した際に、新しい建物に示されていた写真。撮影は恵下フ

クミ。 
 

  
写真 10. 
1953 年に、広島の東洋座があった場所(八丁堀のショッピングエリア)に建つ新しい建物。大田

美佐子（撮影）、2017 年。 
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 来日ツアーの第二部の最後の二つの演奏会は、5 月 15 日及び 17 日に名古屋市公会堂で

開催された。名古屋市公会堂は、市内で最も著名な演奏会場であった。（写真 11）名古

屋市公会堂は、1930年に2,000席を有して開館し、東京の日比谷公会堂とよく似ていた。

当時、名古屋市公会堂はまだ GHQ の統制下であったため、アンダーソンの演奏会の開催

の詳細には、名古屋市音楽協会と GHQ との間の協議が必要であった58。その演奏会の聴

衆には、白人と黒人の米軍下士官もいた。（写真 12 及び 13）59 
 

 
 

 
写真 11. 
名古屋市公会堂の二つの写真。上の写真は、名古屋市公会堂の 50 周年記念の冊子『名古屋市

公会堂-半世紀の歩み』の表紙より（名古屋市市民局発行、1980 年）。下の写真は、2017 年

10 月に大田美佐子による撮影。建物は改修中。 
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写真 12. 
5 月 15 日に名古屋駅に到着したアンダーソン、ルップ、そしてジョフェ。この写真は、新聞

記事内にあり、二人の姉妹の氏名：柴山美智子（6 歳）、柴山響子（4 歳）が記載されている。

（中部日本新聞、夕刊、1953 年 5 月 15 日）Anderson Collection of Photographs. Public 
domain. 

 
写真 13. 
5月15日に名古屋で日本人の子供たちから花束を受け取るアンダーソンとフランツ・ルップ。

Courtesy Anderson Collection of Photographs. 
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 東京に戻り、NHK の演奏会が二回、契約上の公演以外の追加公演が二回あった。これ

らの追加公演の最初の公演は、日本赤十字社（JRCS）による日本人の孤児のための慈善

演奏会で、5 月 19 日に開催された60。休憩中にアンダーソンは、「優れた社会的かつ文化

的な貢献」に対して、高松宮の妃によって有功章メダルを授与された61。戦後、皇族は、

孤児と貧しい子供たちの危機に配慮を示しており、アンダーソンは、キリスト教の熱心な

信者であったことから、募金活動と公的意識の両方の向上のためにこの慈善演奏会を開催

した62。4 日後の 5 月 23 日に、アンダーソンとルップは皇居で御前演奏を開いた。参加し

たのは、皇后の良子と二人の子供であった、皇男子の義宮と皇女の清宮であり、彼らのた

めに 30 分の演目を披露した。この演奏会は、皇室がアフリカ系アメリカ人のアーティス

トを接待した日本の歴史上はじめてのことで、朝日新聞とアメリカのマスコミの両方で、

その出来事が強調されて伝えられた63。 
 アンダーソンは、5 月 22 日にクルト・ヴェス指揮の NHK 交響楽団とともに歌唱し、そ

の演奏会にはエレノア・ルーズベルトが出席した64。ルーズベルトは、1939 年のワシント

ン D.C.におけるリンカーン記念堂でのアンダーソンの演奏会の重要な支援者で、偶然に

もアンダーソンと重なる形で、帝国ホテルに滞在した。「彼女（ルーズベルト夫人）は、

私がロビーに立っているときにやって来て、私を見上げて驚いていました。」とアンダー

ソンは日記に書き記している。気持ちの良い挨拶を交わすと、彼女は私がどこで歌うのか

尋ねました。」65ルーズベルトもこの出会いについて、1953 年 5 月 25 日のコラム「マ

イ・デイ」に書いていた。「私がホテルのなかへ入って行き、最初に見た人がマリアン・

アンダーソン女史でした。日本でツアーをし、偉大な成功を収めたと評判です。彼女は、

今夜ここで歌うそうなので、我々は彼女の演奏を聴くつもりです。私にとっては大きな喜

びです。」66翌日、ニッポンタイムズは、冒頭ページに「二人の著名な女性の出会い」67

という見出しでアンダーソンとルーズベルトを取り上げた。アンダーソンの日本における

最後の演奏会は、5 月 25 日に開催された。その夜の公演後、アンダーソンは感激して、

「素晴らしい素晴らしい聴衆。聴衆の少女たちから贈られた花、花、花、そして、プレゼ

ントもありました。」と記した。（写真 14 から 17）68 
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写真 14. 
5 月 22 日のアンダーソンのプログラム冊子より。NHK 交響楽団（提供）、東京。 
 

  
写真 15. 
東京で NHK 交響楽団とリハーサルをしているクルト・ヴェス（指揮者）とアンダーソン。 
大竹省二（ 写真家）、 Courtesy Ayumi Otake (Tokyo) and Anderson Collection of 
Photographs. 
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 写真 16. 
クルト・ヴェス指揮、NHK 交響楽団と共演するアンダーソン。  
この写真には、NHK と共演するために 1952 年に招聘された数少ないオーストリア人の演奏

者とともに、オーストリアのオーボエ奏者 Jürg Schaeftlein (1929-85)が写っている。NHK 交

響楽団（提供）、東京。 
 

  
写真 17. 
1953 年 5 月 22 日に東京で互いに挨拶を交わすエレノア・ルーズベルトとアンダーソン。 
Franklin D. Roosevelt Library. Courtesy National Archives and Records Administration. 
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 フランツ・ルップもまた、帝国劇場で 5 月 24 日に独奏会を開催し、ラジオ放送もされ

て、東京で脚光を浴びた69。その演奏会は、アンダーソンの東京での最後の演奏会の前日

に開催され、日本の音楽批評家たちは、全体としてルップを賞賛しながらも、いくつかの

粗い点を指摘したので、その評論は賛否両論であった。「ルップ氏は、有るはずの音をし

ばしば抜いたり…」と音楽評論家の増沢健美は書いた70。アンダーソンは日記に「彼は、

長い時間、そして、いつも練習をしていました。」と書いている。「でも、時々彼も私も

望んでいたものではないことが起こるのです。彼はあまりに緊張していたので、休憩中に

は私は彼に話しかけました。」71 
 ルップは、第一に伴奏者として知られており、日本の報道機関は、アンダーソンととも

に彼が来日する前から、その演奏について敬意を示していた。「アンダーソンの伴奏をす

るピアニスト、フランツ・ルップは現代最高の伴奏者にして、ロッテ・レーマン、エリザ

ベート・シューマンなどの伴奏者である」と、東京新聞はルップとアンダーソンの到着直

後に報道している。「日本でも戦前テレフンケン、ビクターなどから彼のレコードが発売

されている」72と音楽評論家の鳥海一郎も同様にルップを賞賛した。「ピアノのフラン

ツ・ルップはクライスラーの伴奏もしていた人。彼はアンダーソンの伴奏をするようにな

ってから十年になるという。まことに優れた伴奏者だ。アンダーソンも良き人を得たもの

である。」73そして、後年にルップを伴奏者として一緒に仕事をした日本人ヴァイオリニ

ストの浦川宜也は、ルップの演奏スタイルについて以下のように述べた。 
 「フランツ・ルップは、ドイツの伝統を継承しており、彼のピアノ演奏の音色は美しか

った。ルップがピアノを演奏しているとき、その腕は、いつもリラックスしていた。彼は

柔軟性のあるピアニストでもあった。私が演奏解釈の問題について意見をすると、ルップ

はいつもそれを受け入れてくれた。彼は作品の移調も簡単にできてしまう人だった。」74 
こうして、ルップは、アンダーソンとの共演と独奏との両方で、日本での知名度を上げ

た。 
米国国務省によって計画された次のステージは、一行の韓国での演奏であった。アンダ

ーソン、ルップ、ジョフェは、5 月 27 日に C-54 軍の輸送機で東京を離れた。その輸送機

について、アンダーソンは、雑誌『Our World』で「巨大で素晴らしい」と記者に説明し

た。（写真 18）75ヒューロックからのプレスリリースでは、それは、在韓国の国連軍司令

官のマーク・クラーク将軍の飛行機であったと記されている76。次の四日間、アンダーソ

ンは、米国、国連、そして韓国の兵士たちに加えて、プサン、ソウルの民間人のために演

奏をした。戦時下の状況は、マイクの音が飛んだり、ピアノのペダルが動かなくなったり

と、挑戦的なものであった。28 日に予定された野外コンサートは、雨で延期になった。

アンダーソンは日記に「その夜を台無しにしないように、私たちは、スウェーデン系の病

院に行き、患者を訪問し、兵士たちのために歌いました。」と記している。 そして、ア

ンダーソンは記者に「私の外国のキャリアは、スウェーデンから始まりました。」77と述

べている。「私たちは、スウェーデン民謡を歌い、彼らはとても喜んでいました。」78翌

朝、アンダーソンは、負傷した兵士たちの二つのグループのために演奏し、午後には韓国

の音楽家連盟の会員と会った79。その夜は、「韓国国民と軍の招待客」のための代替の公

演が開催された80。大勢の群衆で、韓国の新聞は、10 万人であったと報告した。「私たち
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の車は、多すぎる人だかりで通行ができなかった。彼らは、両端から押し合うようにして

車を囲んでいた。」とアンダーソンは日記に記録している81。演奏会の終了後、警察の護

衛に助けられて、彼女の一行は会場から出た。 
 

 
写真 18. 
韓国へのフライト前のルップ、アンダーソン、そしてジョフェ。1953 年 5 月 27 日撮影。アン

ダーソンは 5 月 23 日の日記に、「手続きに行って、軍服と靴を渡された。スカートの代わり

にズボンをはくことにとても驚いている。」と書いた。Courtesy Anderson Collection of 
Photographs. 
  
ソウルで、アンダーソンは、デンマーク系の医療船を訪れ、負傷兵たちを慰問した。ヘ

リコプターに乗って移動しながら「アンダーソン女史は、爆撃されたり、焼失した韓国人

の民家や建物を真近で見ました。」（写真 19）82アンダーソンの存在は、「何千もの国連

の兵士たちの心を感動させた」とダグラス・ホールは伝えている。ホールは、韓国を拠点

とするアメリカ人ジャーナリストで、雑誌『アフロ・マガジン』（ボルチモアのアフリカ

系アメリカ人によって刊行）の掲載のためにアンダーソンの訪問について報道した83。か

なりの数のアフリカ系アメリカ人の兵士たちが朝鮮戦争に従軍し、黒人系のプレスは、ア

ンダーソンの日本の滞在よりも、韓国での活動について多く取り上げた。 
ホールは、アンダーソン一行が最近まで爆撃されていた金浦空軍基地に着陸したと伝え

た。前線ではその年の最も激烈な戦闘がなおも続いていた。5 月 31 日の演奏会について

は、次のように報告した。 
 「日曜日の夜にアンダーソンの演奏が受けた歓迎ぶりから判断すると、兵士たちは彼女

の演奏を聴くのを楽しんでいた。アンダーソンは、5 回のアンコールを歌い、多くのカー
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テンコールに応えた。聴衆が望んでいたものに気づいて、彼女は最後にアナウンスをした。 
『次の曲目は、《アヴェ・マリア》です。』数分間、会場が拍手で揺れた…演奏会の終わ

りに、ひとりの兵士が、米兵ならではの語り口で、彼女への最上の賛辞を口にした。『あ

の女性は素晴らしい』」84 
 
 アンダーソン、ルップ、そしてジョフェは、6 月 1 日に東京へ戻った、そして、2 日後、

彼女のはじめてのアジアツアーは幕を閉じ、彼らはノースウェスト航空でニューヨーク市

へ向かった。（写真 20） 
 

 
写真 19. 
1953 年 5 月 30 日、韓国、ソウル沖でデンマーク系の医療船 Jutlandia 上で演奏するアンダー

ソンとルップ。 US Army photo by PFC D. F. Lyons (YA). Anderson Collection of 
Photographs. Public domain. 
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写真 20. 
初めてのアジアへの旅から戻ったアンダーソン。ニューヨークのアイドルワイルド空港の滑走

路で。Courtesy Anderson Collection of Photographs. 
 
 NHK の主催による九つのコンサートで、アンダーソンは、それぞれ異なる作曲家のグ

ループを取り上げた四つのプログラムを繰り返した（写真 29、および補遺A）。プログラ

ム「A」は 3 回披露され、バッハ、シューベルト、そしてドニゼッティやイギリス民謡が

盛り込まれた。プログラム「B」も 3 回披露され、ハイドン、ブラームス、サン＝サーン

ス、そしてリヒャルト・シュトラウスであった。NHK 交響楽団と演奏したプログラム

「C」は、マーラーの《亡き子を偲ぶ歌》、そしてブラームスの《アルト・ラプソディ

ー》であった。プログラム「D」は 2 回披露され、マルティーニ、ブラームス、ヴェルデ

ィ、そしてドビュッシーとフォーレを含むフランスの作曲家の作品であった85。すべての

プログラムには、日本の音楽評論家たちの間で反響が大きかった「黒人霊歌」が含まれて

いた。これらのプログラムには、アンダーソンの中心的なレパートリーが含まれていたと

同時に、異文化間の理解について対話の重要部分ともなったのである。 



 
25 

 
民主主義を奏でる: プロパガンダ、皇族との繋がり、そして広島 
 
 第二次世界大戦終結後間もなく、アメリカの占領軍の目的は、「非軍事化と政治改革の

ための占領から、民主主義へと誘導するための史上例のない実験的占領へと変質が起こっ

た」と歴史家のジョン・ダワーが述べている86 
アメリカの理想を奨励するために、文化活動の幅広い方法が展開され、アンダーソンの

来日も、こうした文化活動の複雑な関係性のなかで評価することができる。そして、この

ような活動は占領期が正式に終わっても続いた。1950 年代に冷戦が本格化するにつれて、

共産主義の脅威が高まると、アメリカは対抗するために民主主義の同盟関係を確立し、維

持しようとした。マイアー・コイカリは、「日本や他国に民主主義を輸出することは、ア

メリカ合衆国が反共を掲げて西側諸国を囲い込み、『自由主義諸国』のリーダーとして君

臨し続けるうえで、特別に重要なレトリックであり、物質的な秘策でもあった。」と述べ

ている87。政府の支援で実現した韓国での慰問について、アンダーソンに送られたアメリ

カ国務省からの公式の感謝状では、民主主義には触れられてはいない。その手紙では、ア

ンダーソンは世界の舞台に立つ模範的なアメリカ合衆国民の模範的人物と位置付けられて

いる。 
 
「国連と韓国の様々な病院の駐留軍での歌の慰問は、前線で戦っている韓国の人々の士気

を高め、秀でたアメリカの芸術家に出会い、演奏を楽しむ機会となりました。 
 ここに合衆国を代表し、あなたの公共心が国際親善に役立っていることに感謝します。

そして、社会と文化に対するあなたの素晴らしい貢献により、日本の天皇陛下から有功章

を授与されたことにお祝い申し上げます。このような功績は、アメリカの人々に、誇りを

与えるものです。」88 
 
アンダーソンの海外公演のうち日本での公演は、アメリカ政府ではなく NHK が招聘し

た。GHQは戦後、NHKを民主的な理想に貢献するための法人として抜本的に改革した。

つまり、この事実は NGO である日本赤十字社と、戦前の首長である皇室、そして米国の

代表者(国務省)、これらすべてがいわゆるアメリカの価値観に基づいたプロパガンダのた

めに投資したツアーで、彼女の来日はそのイデオロギーと大いに結びついていたのである。 
 アンダーソンが日本の人々にとってデモクラシーを表象していたことは、すでに彼女が

来日する前にも報道されていた。1946 年という早い時期に、彼女は読売新聞の読者欄の

ひとつ「デモクラシー教室」という記事で紹介されていた。女性読者が「民主主義なるも

のの本質を国際的な例を挙げて見せてください」と問うと、「レディー・フロム・ニュー

ヨーク先生」が答えるという体裁で、アンダーソンが紹介された。この記事は占領期の連

合国のプロパガンダのように読めるものであり、特に、当時のアメリカ合衆国における実

際の人種問題の状況を映し出してもいた。 
 
「アメリカのニグロでメリー・アンダーソンといふ歌姫がいる、彼女はアメリカをはじ

め多くの国々に向かって歌ひ、幾千の人々を感動せしめている。彼女のような名声はどん
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な芸術家にとっても容易に得難いものだ、彼女自身も非常な困難を克服して名声をかちえ

たのであるが、ここに重大なことは、アメリカ政府が天才的芸術家たる彼女のため、適切

な教育を受ける権利を与へたといふことである、そこで彼女は埋もれていたかもしれない

才能を十分に伸ばす機会を得、それが彼女個人の幸福以上に世界を豊かにしたのだ。ここ

に民主主義がある」89 

 

このように民主主義の原理によって日本の文化を再構築するという大きな圧力のなかで、

GHQ は環境を作り始めた。しかし、アンダーソンがアメリカの民主主義の賜物であるか

のように紹介したものの、現実的には当時、彼女を含めてアメリカ合衆国のアフリカ系ア

メリカ人たちには完全な市民権は与えられていなかった。実際、この記事が書かれた

1946 年には、まだアメリカの軍隊にも人種差別があり、アンダーソンをはじめアフリカ

系アメリカ人が白人と平等に教育を受けることもできなかった。彼女は人種的な障害に抗

い、構造的な人種差別にもかかわらず専門家としての成功を収めていた。メアリー・ドゥ

ジアックが示唆しているように、自国では公民権を無視しながら、アメリカ合衆国政府は

冷戦の初期に外国で民主主義を広めようとして、国際的な批判に直面した。そういった批

判があったことから、実際に「人種や民主主義に関するアメリカ政府の発言に信憑性を持

たせるために」90、改革を促したのであった。緊迫した人種問題があるにもかかわらず、

アンダーソンの 1953 年のツアーは、後に国務省によって主催されたものと類似点をもっ

ていた。つまり、「著名な黒人アーティストには偏見はなく、彼らは偉大なことを達成し

たという点が示された」のである。91  

   エレノア・ルーズベルトの 5 週間におよぶ日本訪問はアンダーソンの旅とも一部重なり、

より直接的な目的を持っていた。彼女は、日本の知識人たちと交流するために、アメリカ

の知識人交流事業の委員会により招聘された。宮内庁書陵部に保管されている 1950 年代

の新聞記事の切り抜きを調査すると、彼女が民主主義を推進する役割を担っていたことは

明らかであり、原爆について人道主義に基づいて対処し、日本の戦災孤児の窮状にも目を

向けている92。合衆国における公民権への彼女の進歩的な立場には、彼女の訪問中にもス

ポットライトがあたり、日本女性にとって重要なロールモデルとして活動した。彼女は自

叙伝に「事実として、女性は家庭内での縁の下の力持ちであったが、新憲法で与えられた

ような男性と平等な権利を持っていなかった、と私は確信している。国会、あるいは議会

には 30 人の女性がいたという事実にもかかわらず」93と綴っている。 
 ルーズベルトとは異なり、アンダーソンは日本の女性についてインタビューで尋ねられ

たことについて、彼女の日記にこう綴っている。「放送するために、女性についてのイン

タビューを受けた。四つの質問があり、ひとつは日本女性にどのような変化が必要と思う

かというものだった。個人的に日本の女性を知っているわけではないので、変化について

も適切な提案はできなかった。」94  占領期間中、アメリカ人女性は日本のジェンダー問

題において大きな役割を担っていた。つまり、彼らは民主主義を説明し、家庭第一主義を

勧めた。そして、アメリカ人として彼らは「日本女性の理想の教師」95 であるよう求めら

れたのである。アンダーソンは国際的なキャリアを積んだ女性として並外れた存在であっ

たが、報道では彼女の家庭生活が強調され、たとえば「裁縫や料理が好きで、建築家の夫

にとって居心地の良い家をまもる女性」として描かれた。そのことは、冷戦の束縛や社会
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の安定という物語が人々に広まるのを後押しするものだった 96。 
  日本を民主化するという GHQ のキャンペーンでは、キリスト教の振興とも相俟って、

そこでもアンダーソンが重要な手本として想起された。1947 年から 1952 年までマッカー

サーは 2,500 人ものキリスト教の宣教師を日本に派遣し、たとえば、東京の国際基督教大

学 (ICU)の創立にも貢献した97 。アンダーソンに対するキリスト教側の反応は 1947 年に

現れている。著述家で社会批評家でもあった坂西志保が書いた記事「祈りの人―― マリ

アン・アンダーソン」である98 。 坂西は戦後 1945 年の後半から数ヶ月、GHQ でアメリ

カの専門家として勤務し、一連の仕事のなかで、NHK の放送審議会の委員を務めた99 。
記事の中で、坂西は自分自身がキリスト教徒であると明かし、アンダーソンが幼い頃に父

を亡くしたというような彼女の苦労話に光を当てた。1939 年のリンカーン記念堂でのコ

ンサートにも言及し、黒人霊歌の演奏を特に宗教的なテーマのレパートリーとして取り上

げた。8 年後、その記事は日本の子供たちのために、民主主義を振興するための教材とし

て書き直された 。100 
 天皇裕仁に対する GHQ の立場は、戦後のもうひとつの重要課題であった。歴史家ケネ

ス・ルオフは、戦後すぐに、皇室のイメージを新しく刷新するプロセスが始まるが、新し

い「象徴天皇制」が正当性を獲得するのは、1952 年の占領終結から十年経ってからだと

述べている101 。これらの変化の時期はちょうどアンダーソンの訪問の時期と重なってい

た。裕仁は 1926 年に天皇に即位し、第二次世界大戦の軍国主義と帝国の拡張期に国家元

首であった。皇室が日本社会の安定に不可欠と考えられていたため、マッカーサー軍司令

官は軍事法廷で裁き追放し、退位を勧めることもなく、天皇を支援するという驚くべき立

場をとった。つまり、「占領軍当局は、天皇の名において戦われた聖なる戦争そのものと

天皇個人を切り離したが、そればかりではなく、新生民主主義国家の中心に天皇を再び据

えつけた」のである102 。 占領期の間とその後も、アメリカとの和解について、皇室一家

は重要な役割を果たし、皇室自体の肯定的なイメージを積極的に作っていた。 
 アンダーソンはツアーの最中、くりかえし皇族と交流し、公のセレモニーにも同席した。

5 月 19 日のコンサートは日本赤十字社のための慈善コンサートであり、その四日後には

皇居のなかで内輪だけの演奏会が開催された。これらのふたつの演奏会は、事前に組まれ

ていた NHK 主催のものとは別だが、とても重要な東京での演奏会だった。そして、アン

ダーソンと皇室との交流が、日本赤十字社(JRCS)への支援にも繋がった103 。慈善コンサ

ートでは広島の戦災孤児への寄付を集めたが、同時にそれはアンダーソンと戦後の日本赤

十字社に求められた新しい、民主主義的なイメージを象徴していた。休憩の時間には、天

皇裕仁の弟の妻であり、日本赤十字社の名誉副総裁でもある高松宮妃が、アンダーソンに

有功章と特別会員のメダルを授与した。当時、日本赤十字社の総裁は島津忠承であった
104 。歴史家の Sho Konishi は、19 世紀に皇室は日本赤十字社105 のパトロンの役を引き受

けることによって、「倫理的な地位と大衆性」を獲得したと述べている。この役割は、皇

室が統治者というよりリーダーになった占領期にも続けられた。（写真 21） 
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写真 21.  
5 月 19 日に東京で開催された慈善公演の際に、高

松宮妃がアンダーソンに日本赤十字社の有功章を授

与しているところ。本記事はニューヨークのイディ

ッシュ語の新聞Forward に掲載された。Anderson-
Hurok Scrapbooks. Courtesy The Forward 
Archive. 同じ写真がヴァージニア州の Journal and 
Guide 紙 (1953 年 6 月 6 日)などのアフリカ系アメ

リカ人の新聞や日本の新聞でも紹介された。「日赤

から有功章--アンダソン女史の慈善興行」日本経済

新聞, 1953 年 5 月 20 日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 アンダーソンは有功章を授与される以前から、すでに何人かの皇室のメンバーに歓待さ

れていた。つまり、皇室がアンダーソンをサポートすることは、占領期に試みられたよう

に、日本人にとって皇室をもっと身近で寛容なイメージにするための努力の表れであった。

アンダーソンの来日当時、当時の皇太子明仁は初めての海外訪問をしていたが、そこには

グローバルな舞台で日本の地位を高めたいという狙いもあった。そして国内では、女性皇

族が文化大使としてアンダーソンと交流をしていた。たとえば天皇裕仁の次女、鷹司和子 
(1929-89)は、アンダーソンが日本に到着すると、夫と一緒に 4 月 28 日の NHK の歓迎会

でアンダーソンを迎えている。京都では、皇后の妹で、東本願寺の法主、大谷光暢(1903-
93)の妻、大谷智子(1906-89)がアンダーソンを案内した106。 
 アンダーソンは皇居を訪問し、日本が西洋化されるなかで、どのように古い伝統を残し

てきたのかを学んだ107。5 月 23 日の日記には、その午後「私たちが皇居に着くと、雅楽

と舞が披露され、太古の昔を垣間見たようだった」と書いている108。午後 2 時には今度は

演奏を披露する側になり、皇后良子、ティーンエイジャーの子ども二人(義宮と清宮)と皇

室メンバーのために、黒人霊歌とシューベルトを 30 分間ほど披露した109。その時のこと

を次のように書き綴っている。 
 「2 時に皇后が到着、そして間も無く何曲か歌うために会場に入った。皇后は二人の若

い子どもたちと一緒に座り、中央には仕切りがあり、その両側に四、五十名ほどの男女が

左右に別れて座っていた。演奏が終わると、古垣氏が皇后のもとに呼ばれ、フランツと私
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が贈り物を受け取った。私は木彫の能役者を頂いた。」 
  天皇のもうひとりの娘、池田厚子(1931 年生まれ)は 5 月 11 日に行われた広島のアンダー

ソンのコンサートに夫婦で訪れた。広島はアメリカが投下した原爆による壊滅的な状況か

ら再建に奮闘している最中で、アンダーソンの登場は彼女自身にとっても聴衆にとっても

意味のあるものだった。広島のコンサートは NHK が主催したアンダーソンのコンサート

で、皇室メンバーが臨席した唯一のコンサートだった110。広島の至る所で、アンダーソン

はあたたかく迎え入れられ、黒人霊歌のメッセージでもある抑圧と苦難の克服が、特に都

市の再建と重ねて受け止められた。NHK の代表もアンダーソンとともに旅をしたが、

NHK 広島自体も原爆で被害を受け、局員 38 名を失った。それは広島放送局全職員の 15
パーセントにあたる数であった。20 名の NHK の職員が爆心地から 5 キロ北に行った原中

継局に逃れ、その日の放送を続け、公共放送の役割を果たしたという111。アンダーソンの

来日時には、未だ広島は物理的にも人々の心情的にも再建の途上であり、近代的な「平和

都市」を具現化しようとしていた。経済復興の希望にとっても、まだ建設途中であった広

島平和記念資料館へ観光客を惹きつけることが重要であった112。 
 
 アンダーソンは 1950 年代に広島に招かれた多くの著名なアメリカ人のなかのひとりだ

った。歴史家のラン・ツヴィゲンバーグの記述では、原爆投下にもかかわらず、広島と米

国の関係は概して前向きなものであり、日米の関係性は都市のアイデンティティにとって

も「特に重要な側面」であったという113。広島でアンダーソンが歌った日には、広島アメ

リカ文化センター(ACC)を訪問した。アンダーソンは館長のアボル・ファリダ・フツイと

その妻アグネス、そして浜井晋三広島市長と挨拶を交わした114。合衆国政府により運営さ

れている広島アメリカ文化センターは、交流の場と情報提供を目的としてその前年に広島

で開館した。当時の広島の公共設備の状況、つまり、「広島市中のほとんどの建物がそう

であったように、そのセンターはあまり冷房が効いておらず、近代的なアメニティーがな

かった」115。広島アメリカ文化センターは、アメリカの最新の雑誌や映画上映、コンサー

ト、展示、アメリカ文化に関する講演会などを開いていた。館長フツイの娘ファリダはそ

の時代の思い出を本に綴っており、アンダーソンが訪問した広島の様子を伝えている。フ

ァリダは、広島の公立小学校に通う、クラスで唯一のアメリカ人で、日本語もマスターし、

琴も習った。 
  
「父の事務所のあった広島アメリカ文化センターや図書館は、100 メーター道路(平和大

通り)の広大な建設現場の隣にあり、浜井市長による、原爆による破壊に抵抗するような

勢いを以て、平和を肯定するかのような景観が広がっていました。当時の工事現場は、掘

れば遺骨や子供の溶けたお弁当等が出てくる状態でした。犠牲者の魂が込められた形見を

平和記念の展示品として集めるのに大変な努力があり、手でがれきを取り除き働く人々を

見る父の目には涙が溢れていました。 
 日本の経済奇跡はまだ数年先で、仕事は不足していました。たとえば、平均的な人はお

湯が使えませんし、車はなく、冷蔵庫やテレビもありません。多くの娯楽もありませんで

した。人々にはかろうじて食べるためのお金があり、映画チケットを買えるのはわずかな

人たちだけでした。したがって、無料のアメリカの文化センター・プログラムは一般的な
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生活水準のギャップを埋めることになりました。 
 父は芸術家と講演者を引き入れ、館内にはアメリカの様々な雑誌や展覧品をおき、コン

サートや映画上映などのイベントを催いました。また私たちの裏庭でもご近所さんたちを

よんで日本語字幕を備えたアニメやドラマを上映しました。広島の人々はアメリカ人をも

っと知りたがり、アメリカ的儀式を見るために毎朝、私たちの家の前に集まりました。

「行ってきます」と出かけ際にキスする私の両親。日本の子供たちは親とキスしません。」
116 

 

広島アメリカ文化センターを訪問した後、アンダーソンはリハーサルをして、午後 7 時に

は完売したコンサートで歌った117。地元紙の批評では、その晩に彼女は声のトラブルがあ

ったことが書かれたが、その過密スケジュールと旅続きの生活では無理もなかった。しか

し、批評によっては不調ではなく別の側面に着目し、彼女の神品である黒人霊歌(記事で

は「黒人奴隷の賛美歌」と説明されている)の演奏や、彼女の人生の「イバラと苦難の道」

とそこから彼女を解放した民主主義の力について報道した118。 
 アンダーソンの旅程には、戦災孤児であふれていた都市の孤児院を訪ねる計画は含まれ

ていなかった。広島では、原爆のために四千から五千もの戦災孤児が残された119。直接訪

問をする機会はなかったものの、アンダーソンはその時代の他のアメリカ人と同じように、

資金面で孤児院の援助をした。ニューヨークのサタデー・レビューの編集者ノーマン・カ

ズンズは、1949 年 8 月に戦災孤児の里親施設を訪ねた時のことを報告した。彼によれば、

アメリカの読者からの寄付は 1950 年の 1 月までに、71 名の戦災孤児を養うのに十分なだ

け集められたという。このようにして、日本の戦災孤児のために、アメリカからの寄付の

ネットワークが築かれていた120。 
 ペンシルベニア大学のアンダーソンのアーカイブには似島学園の前に並ぶ子供たちの写

真が含まれている。広島の中心から離れた似島は、「子供たちの島」と呼ばれていた。写

真には学園長の森芳麿からの感謝の手紙が添えられていた。1953 年 8 月 6 日、アンダー

ソンがアメリカに戻ると、森は学園の子供たちの様子について英語で手紙を送った。 
 
 「今日は広島に恐ろしい原爆が投下されて 8 年を迎えます。私たち日本人は、もう二度

と広島の悲劇を繰り返さないでほしいという思いで、この日を平和の記念日として祝って

います。この孤児院には 190 名の孤児たちが原爆によって亡くなった魂のやぐらで力なく

暮らしており、親の姿を思ってはすすり泣き、世界の平和を心から祈っているのです。 
 私たちの孤児院には、広島の音楽高校に通っていた孤児がいて、あなたが広島で歌われ

た時、彼らも聴きに行き、あなたの素晴らしい歌に心打たれたときいています。私の娘、

和子もあなたの歌を聴いた 3 人の子どものひとりです。 
広島の孤児たちに多くのご寄付をいただき、その優しさに感謝いたします。私の孤児た

ちは 27 万円を受け取りました。我々の孤児院は、あなたが送ってくださったお金をどの

ように役立てるか、教員と孤児たちで何度も話し合いました。調子が外れたピアノがある

だけなので、グランドピアノを買うか、あるいは孤児たちに家を建てるかのどちらかで迷

いました。結論としては、子どもたちのための美しい家を建て、あなたの優しさを永遠に

心に刻むために、その家を「アンダーソンの家」と名付けようと思います。まだその設計
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図をお送りすることができずに残念ですが、建設が終わったら、子どもたちの家の写真を

お送りします。」121 
  
アンダーソンの資料が示すその写真には、建物の前に教師と子どもたちが立ち、建物の前

には「Anderson’s Children Hall」の文字が掲げられ、別の写真にはギター、ハーモニカ、

タンバリン、アコーディオン、スネアドラム、バスドラム、ヴァイオリンとシロフォンな

どを演奏する子どもたちの姿が写っていた。こうして、西洋化は子どもたちによる吹奏バ

ンドにまで発展した(写真 22 と 23)。 
 

 
写真 22. 
森芳麿に設立された広島湾似島にある孤児院、似島学園の子どもたちと職員。入り口の戸扉の

上に「Anderson’s Children Hall  [アンダーソンの子供ホール] 」と書かれている。Courtesy 
Anderson Collection of Photographs. 
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写真 23. 
西洋の楽器を演奏する似島学園の子どもたち。Courtesy Anderson Collection of Photographs. 
 
アンダーソンの資料には、長崎の孤児院、マリア園の園長、シスター・マリア・グラシ

アからのお礼の手紙も含まれている。1953 年 10 月 10 日、シスター・グラシアはアンダ

ーソンへの感謝の気持ちを「素晴らしい贈り物です・・・日本の戦災孤児たちにとって」

と綴った後、「あなたの寄付で本棚、読書室の机、それに子どもたちのリズム楽器を買い

ました。子どもたちは歓声をあげ、飛び跳ねて喜んでいます。本当にありがとうございま

す。」と続けている122。マリア園は 1898 年に開園したイエズス会の施設で、レンガ造り

の洋館の孤児院に 40 名の孤児が住んでいた123。（写真 24） 
 

 
写真 24. 
長崎にある戦災孤児院のマリア園で、アンダーソンの寄付で購入した西洋の楽器を演奏する子

どもの音楽隊。Courtesy Anderson Collection of Photographs. 
 
マリアン・アンダーソンと日本の音楽批評：相互の出会い 
 
東京の羽田空港に到着してすぐ、アンダーソンは、記者会見を開き、ドイツ歌曲の演奏

者としての経歴を示した。彼女はルップと 3 年前に共演したミュンヘンとベルリンでの演

奏会を回想しながら、「私は、ドイツの人々の前で歌ったとき、大変満たされた気分にな

りました。」と記者に伝えた124。ニッポンタイムズは「この有名な歌手はドイツ歌曲、特

にシューベルトの歌曲が好きだ」125と報告している。この一流のレパートリーによって、

アンダーソンは自らの芸術的な地位を実証しただけでなく、日本と歴史的かつ政治的にも

強い結び付きのある音楽を際立たせた。日本人は、長年に渡ってヨーロッパの芸術、特に

ドイツの芸術に敬意を払ってきた。そしてその文化的な結び付きは、二つの国が枢軸国に

属したときにも深まった126。19 世紀に、日本人は富と軍事力の象徴として、ヨーロッパ

様式のマーチングバンドを組織し始めた127。1872 年に施行された学制という教育法令の

あと、西洋の歌（唱歌）が学校で教えられた。主として、ラファエル・フォン・ケーベル
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（1848-1923）やアウグスト・ユンケル（1868-1944）128といったドイツ人の音楽教師の

影響により、教科書や歌曲集では、ドイツの作曲家の音楽（モーツァルト、ベートーヴェ

ン、シューベルト、ワーグナー）がフランスやイタリアの作曲家の音楽よりも好まれた。

第二次世界大戦中、ドイツ音楽は、両国間の軍事的な結び付きを与えるものだったので、

日本では評価された。同時に、日本人は、英語の歌詞をもつ音楽だけでなく、ほとんどの

アメリカ音楽、特にジャズ音楽とスティーブン・フォスターの曲を禁止した。アンダーソ

ンの場合、来日のオープニングの祝砲として、ドイツのレパートリーへの愛情を示すこと

で、彼女の評判について残されたままの中心的な問題を先取りしようとした。つまり、ア

フリカ系アメリカ人の女性の天賦の資性が、いかに説得力をもってドイツ人によって作曲

された音楽を演奏し得るか、そして人種とレパートリーは、いかに深く関係しているのか、

という問いである。 
 1953 年には、アンダーソンは、レコードとラジオ放送を通じて、すでに日本でよく知

られた存在であった。RCA ビクターは、アンダーソンの歌声をますますグローバルな商

品にしていったのである。ニッポンタイムズの定期的な寄稿者であったアメリカ人評論家

のマルセル・グリリ（1905-1990）は、顕著な例外であった。というのも、グリリは、ニ

ューヨーク、ワシントンその他の場所で、アンダーソンの演奏を「15 年間」見聞きした

経験があったからである129。しかしながら、日本の軍事上の野心が高まり、戦時中の国家

が内向きへと転換していた間に、たいていの日本人にとって、アンダーソンは、米国及び

ヨーロッパで名声を得てきた演奏家たちの世代を代表した存在であった。 
1950 年代初頭、まさにアンダーソンのツアーが始まる前に、日本でアンダーソンのレ

コードを入手できる可能性が徐々に変化していき、同時に気持ちを高めるような彼女のプ

ライベートな話題が日本の音楽雑誌の特集で取り上げられた130。1950 年には、アンダー

ソンの多くのレコードが、音楽雑誌『音楽の友』で紹介された131。7 月号にヨハネス・ブ

ラームスの《5 月の夜》、9 月号にスティーブン・フォスターの《ケンタッキーの我が

家》、そしてジェームズ・ブラントの《なつかしのヴァージニア》（両方とも、アメリカ

の「民謡」として議論された。）、そして 11 月号にはブラームスの《アルト・ラプソデ

ィー》が掲載された。1951 年に音楽批評家の牧定忠は、日本の雑誌『ディスク』で戦後

のヨーロッパ及び米国におけるアンダーソンの人気について書いた。その時点でも、牧は

アンダーソンのレコードの入手が制限されていることを報告した。「アンダーソンのレコ

ードはアメリカ合衆国では本当に数多く発売されているのに、日本ではまだまだほんの僅

かしか聞けない。」と牧は述べている132。牧は、アンダーソンのような新進の西洋クラシ

ックの芸術家のレコードに遭遇し、日本人が第二次世界大戦中にその演奏に触れられず、

遅れをとったことを嘆いた。 
 しかし、わずか 1 年後、さらにアンダーソンのレコードが日本の市場に出て、音楽批評

家の寺井昭雄が「アンダーソン旋風」と提唱するに至った。『レコード芸術』の初期の発

刊号の記事で寺井は、人種的な観点でアンダーソン評を書いているが、それは彼女の来日

中に繰り返し問題とされる論点であった。「彼女の演奏は、音楽構造の解釈によってでは

なく、彼女の声そのものの特性から、とても魅力的である。」と寺井は述べている133。彼

は「声の暗さ」について指摘し、それがどれほど黒人霊歌やスティーブン・フォスターの

歌曲に生かされているかについて述べた。それと同時に、劇的で堂々とした態度で 3 つの
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異なる役割を使い分けるアンダーソンの《魔王》の解釈を評価した。 
 1952 年に村田武雄は、アンダーソンに関する別の記事を『レコード音楽』で発表して

いる。村田は、その一年後、東京の日比谷公会堂でのアンダーソンのオープニングコンサ

ートの後に討論会を主催することになった人物で、日本人のクラシック音楽の普及に貢献

した著名人であった。1952 年の記事で、村田は、技術は主要な問題ではないとし、むし

ろ「人間の存在そのもの」134を表現する彼女の力量を論じ、アンダーソンの声の個性につ

いて強調した。1953 年にアンダーソンが羽田空港に到着したとき、村田は、アンダーソ

ンを歓迎する代表団のなかにいて、記者会見に出席した。記者会見の間、村田は、日本の

田舎でさえ彼女の演奏が聴かれていたことを述べて、《なつかしのヴァージニア》のアン

ダーソンの人気について言及した。村田は、アンダーソン本人に、彼女のレコードが日本

でよく知られていることを伝え、そのニュースを聞いて彼女が喜んだと語った。（写真

25）135 
 

写真 25. 
『レコード芸術』の表紙のアンダーソン、

1953 年 6 月。 
  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アンダーソンが、東京だけでなく日本のいくつかの都市を訪問したことから、地方紙と

全国紙の両方で、アンダーソンの演奏会が驚くほど詳細に報じられた。それは、日本にお

けるアンダーソンの評判の深さと広さの証拠であった。1953 年 4 月から 5 月（補遺 B の

日本の地方紙と全国紙におけるアンダーソンの記事一覧を参照）にかけて、マリアン・ア

ンダーソンに関する計 30 の地方紙の記事が東京、名古屋、大阪、神戸、そして広島で発

行された136。音楽批評家の意見は、西洋クラシック音楽のレパートリーと黒人霊歌の演奏

に関して賛否両論であった。1953 年の日本の新聞記事が報じたように、アンダーソンの

資料名：レコード芸術 2 ( 6 ) 1 ページ、
著作権法に基づき提供された複写物です。著作権者等の許諾がなければ、掲載・配信等ができない場合があります。国立国会図書館2 0 1 8 / 1 / 2 7

且
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シューベルトの《魔王》の演奏は、特に議論の対象となった。たとえば、朝日新聞の名古

屋版では、日本人の批評家がアンダーソンのシューベルトの《魔王》の演奏は、劇的すぎ

ると述べた137。朝日新聞大阪版でも鳥海一郎(1906-62)によって同じことが書かれた。そ

れは、匿名で発行されたが、その批評のタイトルは「美しく危険な先例――アンダーソン

のシューベルト」とされた。 
 
「彼女の歌の中で特に注意しなければならないのはシューベルト歌曲の唱法である。7 日

付本紙夕刊の会談でも明らかなように彼女は歌の意味内容を率直に熱烈また劇的に唄い出

す。これはオペラや他のイタリア歌曲などでは当然のことだがシューベルトではひどく奇

異に感ぜられるのだ。というのはわれわれはドイツ・リードというものは意味内容よりも

歌の言葉となっている詩が主体で、詩と音楽の結合したものだと教えられてきている。だ

から意味内容はひかえ目におさえて言葉の美しさを表面に出したゲルハルト・ヒッシュ

（1952 年来日）などを理想的なリード歌手と考える。ところがアンダソンはリードをも

他のラヴ・サングなどと同様に詩をとび越えて内容に直接に迫る。」138 
 
鳥海は、アンダーソンのシューベルトの《魔王》の演奏が、「情熱的」で「劇的」であ

ると表現しており、それは、当時の日本の批評家の評価の枠組みを示すものであった。彼

は、アンダーソンと著名なドイツのバリトン歌手のゲルハルト・ヒッシュとを比較し、多

くの日本人の批評家の解釈方法の一例を示した。それは、僅か 1 年前にヒッシュが来日し

て演奏したことで、ドイツとの密接な文化的な結び付きによって左右されてきた日本人の

演奏の聴き方だったのである139。シューベルトに関するヒッシュの解釈は、戦争前にイギ

リスの音楽評論家が書いたように「相応な表現の抑制」として知られていた140。しかしな

がら、鳥海は、「彼女のテクニックは、ドイツ語が母国語ではない国において受け入れら

れるのかもしれない。」とアンダーソンの演奏に疑問を投げかけた。しかしながら、アン

ダーソンのような有名な芸術家であれば、このような解釈が許され得るが、他の歌手はそ

のような方法にならうべきではないとし、「もし（彼女の解釈が）遠慮なく模倣されれば、

ドイツ歌曲は汚されるであろう」と警鐘を鳴らした141。 
もうひとりの音楽評論家の山根銀二（1906-1982）もまた、ドイツ歌曲に関するアンダ

ーソンの解釈の問題を提示し、彼は、アンダーソンが黒人霊歌でより大きな成功を収めた

と主張して説明した。山根の主張は、ドイツのクラシック音楽が「普遍的」な価値を伝え

ていると宣言している。彼にとって、アンダーソンは、その普遍的な音楽性という領域の

なかでは、何かに欠けるものであった。 
 
「予期にたがわず、黒人霊歌がたいへんうまい。それに独特なもののようだ。やはり深

く徹するところがあるからだろう。庶民的宗教的で、魂の慟哭といったものがきかれ、土

のかおりがする。その自然人らしい感じ方の中にこの人の特徴があるようだ。したがって、

そのほかのシューベルトやバッハは、その側面から近づかれている限りでよいところもあ

るが、それでおおいえぬ更に普遍的な音楽性の意味ではモノ足りない点がなくもない。」
142 
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「普遍的な音楽性」という言葉で、山根銀二は、ドイツ人の音楽家の美的理想を条件と

して、日本人の聴衆にとって共通するイメージを喚起した。歴史家のキーラ・サーマンは、

アンダーソンがソリストとして、自分のアイデンティティの中心にリートを位置付けるこ

とで、「まさしく音楽史のなかのもっともドイツ的なジャンル」をレパートリーとしてい

ることを指摘し、「黒人のリートの演奏は、ドイツ音楽の演奏を通して黒人性を主張し、

黒人の表現のより豊かなスペクトルを聴き手に認識させることで、アフリカ系アメリカ人

の歴史を示している。」と続けている。アンダーソンの 1953 年のツアーを鑑賞した日本

人の批評家のなかには、この「より豊かなスペクトル」と対峙し、彼女の音楽から聴き取

れる異質さによって喚起された積年の聴取上の期待に向き合うものもいた。143 
吉田秀和（1913-2012）による批評は、アンダーソンに対する日本人の評論家の反応の

なかでも際立っていた。ハイカルチャーのドイツ的な基準と関連させて彼女の演奏を評価

した山根とは対照的に、吉田は文化的な相違を尊重し、日本的な伝統の観点から、彼女の

異質さを表現しようと試みた。吉田は、東京に生まれ、1946 年に刊行された雑誌『音楽

芸術』で連載した、モーツァルトの評論で知られた人物である。彼は、日本でクラシック

音楽の聴衆が増えつつある時代、最も著名な音楽評論家のひとりとなった。吉田は、

1948 年に開設された「子供のための音楽教室」(東京の名門校である桐朋学園大学の母体)
の創始者のひとりでもあった。1954 年に、彼は初めての長期の海外旅行をし、1971 年に

NHK の人気ラジオ番組である『名曲のたのしみ』の司会を始めた144。アンダーソンに関

する吉田の主張は、長文で洞察力に優れているものであった。少々長い引用だが、確認し

ておきたい。 
 
「『音楽の世界は心の世界と同じ位広い』とアンダソンはいっているが、この人の初日を

きいて、私はまさにそれを思った。歌の世界だけでも、実にひろく、さまざまの歌がある。

今、東京できくアンダソンは、声の美しさより、その変化の多様さで目ざましい。『七色

の声』をもつというのもあながち誇張でない位。そこにはオーボアの鋭い高音から、クラ

リネットの中音、バスーンの深みと一種のうつろさをもつ低音がある。『死と乙女』の死

の声には、古いインカ芸術のあの表情と、緊張の不気味な共存があったし『魔王』の子供

の絶叫には、おしわられた、シャガれ声さえ巧みに交えられる。この手法は黒人霊歌でも

みられ、一種の雑音性の利用として、外国の歌手からきかされるのは珍らしいが、東洋の

我々には親しいものである。声域と声質の異常にひろい変化の間をぬって、時々音程が定

着しないことがあるが、彼女は全身に歌をみなぎらせて、ステージに堂々と立っており、

私はそこに「歌のふるさと」の一つを、身内にもっている人の自信を感じる。黒人霊歌と

いうもの、私には批評がましい何事もいえない。こういうものかと思う。これは種族の血

液の歌であり、これを世界の人々に向って歌い上げることこそ、彼女の大きな使命と光栄

なのであろう。有頂天から暗い絶望を託した祈りに至るまで、これはまさにヨーロッパで

もなければ、日本でももちろんない。その深い肉感性は、むしろ万人のものとして浄めら

れるのに抵抗し、郷土的、種族的なものに密着したままの姿でステージに上ることを望ん

でいるかのようだ。そうして私は強くゆさぶられながらも、歌が自分の心の随所にみちて

こないことを感じる。シューベルトやバッハは、かなり独特なものだ。結局マリアン・ア

ンダソンのようなすぐれた歌手にして、なお国際性と種族性と芸術性と、この三つの融合
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について問題は未解決のまま残っている。これはまた私たち日本人の問題でもあるのだ。」
145 
 
吉田の考察は、アンダーソンの芸術性に関する比較文化的な聴き方を反映したものであ

り、同時代の音楽評論家にとっても注目すべきものであった。日本が急速に欧米化され始

めた時代に、吉田は、戦前の「ブラック・インターナショナリズム」のひとつのかたちを

形成するアフリカ系アメリカ人の問題と、民族的な連帯を融合させ、新しい芸術的なコン

テクストのなかで、日本的な特性をも認めようと試みた。音楽学者のニーナ・サン・エイ

ズハイムによって表現された「音の黒人性」という概念を見ると、吉田は、エイズハイム

がそれを定式化したように、「声の響きにおける黒人性」を突き止める事例を示しており、

彼は、アンダーソンの演奏の様式をドイツ的な規範から区別して、いかに人種的な相違が

あるかという観点で捉えようとしている146。 
一方、アンダーソンは、自信を持って、《魔王》の解釈の合理的な理由を展開し、日本

での複数のインタビューで彼女自身の思想を語った。朝日新聞名古屋版からの質問に対し

て、最も好きなリートは、シューベルトとブラームスで、なかでも選ぶとしたら《魔王》

と答えた。 
 

 「私はあれを自分が、その詩から感ずるままに正直に歌ったのです。ドイツ歌曲は感情

をひかえ目に歌わなければいけないとか、そういったことは考えていないのです。あの歌

は子供と父、また死の神で互に激しい心をもって語り合い、さらに歌の地になっているも

のと四通りの声を必要とする。それをそのままに歌い出すのが本当ではないでしょうか。」
147 
 
ここで重要なのは、アンダーソンの指摘は、声の響きという人種に基づいた見方ではな

く、解釈の感情的かつ劇的な側面に完全に焦点が当てられていたことである。 
ドイツ歌曲のアンダーソンの解釈は、日本では論争を巻き起こしたが、彼女の黒人霊歌

の演奏は、彼女の強みとして音楽評論家に評価され、日本人の批評家は、アフリカ系アメ

リカ人としての彼女のアイデンティティとレパートリーとを結び付けた。アンダーソンの

人種は日本では特に際立っておリ、そこで批評家は、彼女自身の個性と、演奏家としての

彼女の強みがどのように関係しているのかを理解しようとした。同時に、吉田が示したよ

うに、アンダーソンが自分たちの非西欧文化についての何かを明らかにする方法について

も、注視していたのである。 
黒人霊歌は、音楽批評家の野村光一（1895-1988）が東京で主催した注目すべき座談会

での主要な話題であり、アンダーソンと 3 人の有名な日本人歌手：アルトの四家文子

（1906-1981）と三枝喜美子（1921-2000）、そして、テノールの薗田誠一（1905-1986）
が座談会に呼ばれた148。程度の差こそあれ、これらの歌手たちは日本に輸入されたヨーロ

ッパのクラシック音楽の代表者であった。なかでも四家は特に有名で、戦時中は、クラシ

ック音楽とポップスの両方を演奏して注目されていた。彼女は 1943 年に、日本語でベー

トーヴェンの第 9 交響曲を録音しており、ポップスでの最大のヒットは〈銀座の柳〉

（1932）であった149。三枝は、東京で有名な教師であったイタリア歌手のディナ・ノタ



 

 
38 

ルジャコモ (1950 年没)に学んだ150。薗田は、現東京藝術大学の前身である東京音楽学校

を卒業し、海外から来日した優れた歌手、ヘルマン・ヴーハーペーニヒ（1884-1969）の

もとで 1935 年から 1939 年までの間と戦後に再び学んだ。（写真 26） 
 

 
写真 26. 
4 月 28 日 NHK 第一スタジオで主催されたアンダーソンの歓迎会。アンダーソンは、日本人

の歌手（川崎静子、関鑑子、長門美保、柳兼子、斉田愛子、笹田和子、佐々木禎子、柴田喜代

子）そして日本で仕事をしていたヨーロッパ人の声楽教師（マルガレーテ・ネトケ＝レーヴェ

とディナ・ノタルジャコモ）と会った。日本人の歌手のなかには、1952 年に創立された東京

二期会オペラの創立メンバーもいた。アルト歌手の斉田愛子は、到着時に羽田空港でアンダー

ソンに挨拶をした人々のなかにいた。（写真 4 を参照）写真は、1953 年 7 月に『音楽の友』

で紹介された。この号には、数枚のグラビア写真が含まれており、ページ番号が付けられてい

ない。 
  
座談会の間、これらの歌手たちは、黒人霊歌に特に関心を示し、彼らの質問は、1950

年代初期におけるこのレパートリーのグローバルな普及の限界を思い起こさせるものであ

った。薗田は、アンダーソンが自筆譜から演奏したことに触れ、どのようにして自筆譜を

手に入れたのか質問した。アンダーソンは、黒人霊歌の旋律は最も重要な部分で、彼女自

身がその歌をピアノと声楽用に編曲することも多く、その後、出版社が出版するべきかど

うかを決定すると答えている。 
野村は、新しい黒人霊歌が最近も創作されているかどうかを尋ねているが、アンダーソ

ンは、黒人霊歌には新しい創造というものはなく、むしろ長い歴史があると答え、その目

的は、黒人奴隷の哀しみを癒すためのものであったと付け加えた。 
野村は「スピリチュアルに特別な歌い方というのはあるのですか」と尋ねた。アンダー

ソンは「要するに黒人の場合ではそれは自分自身の歌ですし、又それ以外のほかの人がス
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ピリチュアルズを歌うときにはその雰囲気とか、気持ちに入って歌うことが必要なので、

特別な歌い方というようなものはないのじゃないでしょうか」と答えている。三枝は、1
年前に来日した白人のアメリカ人でワーグネリアンのソプラノ歌手ヘレン・トラウベル

（1899-1972）による黒人霊歌の演奏についてのアンダーソンに意見を尋ねた151。特に、

三枝は、演奏における人種とその解釈の正統性の関連を質問した。アンダーソンは、トラ

ウベルに対し敬意を持って答え、彼女が「黒人霊歌」に大変関心を持ち、その音楽の本質

を学ぼうとして、南アメリカへ旅行したことを話した。トラウベルは「二グロ・スピリチ

ュアルズの精神」と意思疎通をしたのだ、とアンダーソンは認めた。 
四家は、黒人霊歌を自分でも演奏することを述べたうえで、黒人霊歌を歌う歌手につい

て尋ねた。アンダーソンは、他の歌手が黒人霊歌に関心をもっていることに対して、「そ

れは非常に嬉しいことです」と答えた。 
この座談会は、日本を拠点にした著名な日本人の歌手やヨーロッパから来た声楽教師に

とって、アンダーソンと交流する多くの機会のひとつであった。他の機会としては、4 月

28 日にNHK によって主催された彼女のための歓迎会があった。マルガレーテ・ネトケ＝

レーヴェ（1884-1971）も出席していた。彼女は、1924年から東京音楽学校で声楽の教授

をしていたドイツ人歌手であり、ヒッシュ、トラウベル、そしてエルナ・バーガーを含む

最近来日した歌手のグループの一員として、アンダーソンについても継続的に執筆してい

た。そして、各演奏家の特徴的な声の質を描写するために、著名な巨匠画家たちを引き合

いに出した。アンダーソンはレンブラントと比較できるとし、彼女の声は「多彩なパレッ

ト」を表現し、「神秘的で深い感情」をもたらすものとした152。少数だが、若い音楽家た

ちも、来日したアンダーソンと会う機会を得た。1953 年のツアーで、アンダーソンに花

をくれた少女のひとりには 9 歳の中村紘子もいて、彼女はのちに演奏家として国際的に高

い評価を得た153。 
全体として、これらのイベントや出版物は、アンダーソンが日本人の歌手たちとともに、

別の視点からクラシック音楽の解釈を捉えるための好機となった。つまり、人種、音楽の

ジャンル、そして声のタイプと関連し、長年にわたって培われた確信に挑戦する好機であ

った。そして、彼女の来日は、日本人がより多くの音楽世界に開かれた時と重なり、アン

ダーソンと日本人の歌手や声楽教師たちとの交流は、日本人に強いインパクトを放った。

しかし、批評家の大田黒元雄は、鋭く観察し、アンダーソンの歌唱スタイルと声の質は、

広く人気のある魅力ではあったものの、完全に知識人を満足させることはできなかった、

と述べた154。 
アンダーソンと日本国民の間の交渉を進めたもうひとつの力となったのは、アンダーソ

ンの来日を綿密に報じたニッポンタイムズであった。マルセル・グリリは、ドイツの芸術

歌曲の彼女の解釈に反発する日本人批評家に反論するような、いくつかの特集記事を発行

した。1897 年に初版が発行されたニッポンタイムズは、国内の最も著名な日刊の英字新

聞であり、グリリは、1952 年にこの新聞の音楽評を書き始め、40 年近くにわたり批評を

執筆し続けた。グリリは、若いときイタリアから移住して帰化したアメリカ市民の立場で、

英語を読む日本の聴衆向けに批評を書いた。第二次世界大戦の間、グリリと彼の妻のエリ

ーゼは、ワシントン D.C.の戦略情報局(OSS)に勤務しており、1945 年には東京で文官と

して占領軍当局に転属された。彼の息子のピーターによると、グリリは、決して日本語が
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流暢にはならなかったが、その代わりに英語、ドイツ語、フランス語、そしてイタリア語

を介して日本人の知識人たちの社交サークルと交流した。1952 年に彼は、ニッポンタイ

ムズに加え、NHK の国際部とクラシック音楽の部門で仕事をし始めた。グリリは、自ら

「このコンサートツアーのためにアンダーソンを日本へ連れてくるのに尽力している」と

説明した155。要するに、グリリは、文化的な仲介者であった。 
アンダーソンが到着する 2 週間前に、グリリの妻エリーゼは、ニッポンタイムズでアン

ダーソンについての特集記事を発刊した。エリーゼは、歴史家で批評家としてよく知られ

ており、彼女は、日本の屏風、巻物、そして他の芸術形式に関する多くの本を執筆した。

エリーゼによるアンダーソンの人物紹介では、アンダーソンのキャリアにも影響したジ

ム・クロウの人種差別の実際に対して遠回しに言及し、恵まれないスタートから、現代の

シンデレラとしての彼女の活躍について語った。エリーゼにとって、アンダーソンの立身

出世物語は、「こうした奇跡が時々起こる新大陸の伝説のようなもの」であった156。 
一方で、マルセル・グリリは、アンダーソンの演奏がなぜ一貫してそのような深い感情

的な反応を生み出したのかを伝えようと努めていた。彼の視点は、幾分人種に基づいてい

たが、国家遺産としての期待を映し出していた。5 月 5 日の記事で、彼はアンダーソンを

「アメリカの黒人」と認識し、ドイツのレパートリーを演奏するにあたって、彼女の権利

を確立するために奮闘した。グリリは次のように書いた。「わりに最近のコラムで書いた

が、『中央ヨーロッパ』の雰囲気に浸っていない人々が、ドイツのリートに投影された相

応の『気分と感情』を理解することはまずもって不可能である」。そして、彼はアンダー

ソンが羽田空港で、ドイツの聴衆との関係性について語った意見を一部取り上げて、こう

続けた。 
 
「マリアン・アンダーソンは、このような不可能と思えることにも存在する可能性の証

明である。アメリカのニグロがこれらの歌曲に、彼女の演奏を聴くドイツ人とオーストリ

ア人が心を奪われるような、共感と理解をもたらしているのである…。私にとってこの芸

術家の資質が独特で超人的であると思われるのは、人間の共感の奥深さである。それは、

彼女が選ぶレパートリーの音楽の最も深い人間性の根源へ浸透し、同じように彼女という

人間全体で聴衆を完全に包み込んでしまう。」157 
  

4 日後の記事でも、グリリは、稀有な才能で幅広く成功を収める芸術家を生み出すその

構成要素を表現しようと努めていた。「十分に成熟した歌手が舞台に立ち、その結果とし

て生み出される傑作は、3 分の 1 が自然性、3 分の 1 が芸術性、3 分の 1 が人のなかの神

性としか言いようがないものであると私には思われる。」しかし、ひとりの演奏家が 3 つ

のすべての要素を持つことはめったにないと述べて、次のように続けた。「多くのオペラ

歌手は、はじめの 2 つの要素を持っており、たまには、輝かしい自然の声だけが飾り過ぎ

ず響き渡るときがある。」158グリリは、アンダーソンが 3 つの要素の才能を持つ稀有な芸

術家のひとりであるとして、白人歌手のロッテ・レーマンやエリザベート・シューマンと

比較している。アンダーソンの場合、アフリカ系アメリカ人の音楽家ならば天賦の才を持

つと考えられてきた長い歴史に抗おうとしても、「自然に恵まれたもの」である言語と

「人の神性」という超人的な才能を発揮して、人種的なイメージが浮かんできてしまう。



 

 
41 

そのような構えは、人種的に授けられた音楽の才能ともいえ、訓練をして得られるもので

はない。彼女の最も熱心な支持者のひとりが書いたエッセイにおいてさえ、アンダーソン

の異質さは、人種的なものと無関係としては語られなかった。 
 もっとも、グリリの記事の一番魅力的な側面は、読者にアンダーソンの演奏の普遍的な

聴き方を示したことであった。彼の信念は、アンダーソンという歌手が、聴き手が完全に

歌の特別な雰囲気やアイデアに包み込まれたと感じるほど、つまり「歌曲が生まれてくる

まさにそのルーツに到達したと感じるほど、奥深く音楽作品を理解している」というもの

であった。それから、彼はレパートリーに関する彼女の包括性を分析した。「それは、レ

パートリーであるひとつひとつの歌曲に対する彼女のアプローチから発せられる感情であ

る。その感情は、他の作品よりも、黒人霊歌から強く発せられるかもしれない。ある夜に

は、《魔王》からもはっきりと聞こえるかもしれないし、別の機会には、《故郷の空 (ラ
イ麦畑で出会ったら)》から晴れやかに発せられるかもしれないが、彼女が歌うすべての

歌曲のなかにはいつも、彼女自身の特別なメッセージと深く心に秘めた魅力を感じるので

ある。」159 
 
結: 日本におけるマリアン・アンダーソンの反響 

 
アンダーソンは、日本の歴史にとっても重要な時期に来日した。そして、来日後は、才

能豊かな歌手であり、著名なアフリカ系アメリカ人として尊敬の念を集め、その来日は日

本の文化史の一部にもなった。同じ時期に別のジャンルのアフリカ系アメリカ人の芸術家

たちも日本ツアーを行っている。1953 年にはデルタ・リズム・ボーイズが 5 月に来日し、

11 月にはエラ・フィッツジェラルド、ベニー・カーター、ロイ・エルドリッジ、ジー

ン・クルーパ、オスカー・ピーターソンなど、人種混合のジャズのスターたちが来日し、

12 月にはルイ・アームストロングが来日した160。すでに述べたように、ジョセフィン・

ベーカーは 1954 年 4 月に来日している。レナード・デ・ポーア率いる デ・ポーア合唱団

は 1954 年に 1 月に来日し、批評では先に来日したアンダーソンの演奏と比較された。

デ・ポーアはアカペラで歌い、バッハから 20 世紀の作曲家までとレパートリーが広い。

アンダーソンとの座談会を企画した批評家の村田武雄は、『音楽芸術』誌上で、アンダー

ソンの黒人霊歌の演奏と彼らの演奏を比較し、彼らの演奏を技術的に素人であると批評し

た161。デ・ポーアはホール・ジョンソンによる黒人の合唱の歴史を発展させたが、その演

奏スタイルは、ピアノ伴奏で歌うアンダーソンの黒人霊歌の演奏とは異なり、ヨーロッパ

のクラシックの枠組みからは遠かった。 
 1950 年代半ば以降には、クラシック音楽の名手たちがたくさん来日した。アンダーソ

ンも引き続き優れた芸術家として言及され、合衆国の公民権運動が激しくなるにつれてそ

の存在感も増した。たとえば、1955 年に発刊された戦後 10 年を振り返る日本のグラビア

誌では、ユーディ・メニューインとともに戦後来日した二人の大物演奏家として、アンダ

ーソンが取り上げられた162。1955 年は、アンダーソンが最初のアフリカ系アメリカ人の

歌手として、メトロポリタン歌劇場でデビューした年であった。しかし同時に 1955 年に

は、アラバマで白人のバス運転手に対して、自由にバスの座席に座ろうとしたかどで、ロ

ーザ・パークスが逮捕され、ミシシッピでは白人女性に口笛を吹いたとして十代の若者、
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エメット・ティルが殺害された。そのような時期に、アンダーソンの物語が日本の学校の

教科書に取り上げられたのである。1957 年、中学校の歴史教科書では、アンダーソンは

道徳的勇気を教える人物像であった163。その二年後、小学五年生用の別の教科書では、彼

女の物語は「差別を乗り越えて」という章で紹介された164。アンダーソンが教科書に採用

された事実は特に注目に値する。つまり、日本人にとってのアンダーソンとは、六週間の

コンサートツアーをした来日アーティストに留まらない、象徴的な意味をもっていたので

ある。 
1959 年に、アンダーソンの物語は自伝『アンダーソン』の邦訳出版を通して、ふたた

び日本を魅了する。英語の原本は 3 年前に出版されていた165。翻訳された自伝の書評は、

1954 年に神戸で設立された黒人研究学会 (Japan Black Studies Association＝JBSA) の創

立メンバーのひとり、古川博己によって機関誌『黒人研究』誌上で発表された166。アメリ

カ合衆国の人種を取り巻く状況に照らして、アンダーソンの成功を「例外的」であるとし、

人種的偏見に関する彼女の消極性に疑問を呈し、その寡黙さを論評するべく、彼女の自伝

から文章を引用している。たとえば、「白人と黒人」と和訳された原文 22 章「ハイクラ

スとロークラス」に書かれた、ジム・クロウ法についての彼女の考えを引用している。 
 
「私は、ホテルではいつも自室で食事をとることにしている。そうしたいからしている

だけのことである。ほかの場所で食事をしたいときは、もちろん出かけていく。しかし、

ホテル側では、私に自室で食事をしてもらったほうが、つごうがいいのだろうと推察して

いる。もちろん、私がこの問題でたたかおうとするなら、問題になることはたくさんある

だろう。しかし、そんなことは私の性に合わないことだ。私はいつでも、自分が立ち去っ

たあとに来る黒人のひとたちに、すこしでも居やすくできるような印象を残しておくこと

を、私のつとめであると考えている。」167  

 

古川はこうしたアンダーソンの人種的偏見についての控えめな態度を情熱的な公民権運

動の活動家、ポール・ロブスンと比較して厳しく批判した。アンダーソンの書評が掲載さ

れた同じ号には、ロブスンの自伝についての論評も掲載された。1978 年には、アンダー

ソンの自伝は日本の中学や高校の英語教科書にも引用された168。 
その後の数十年間、アフリカ系アメリカ人の音楽家たちもクラシック音楽界でチャンス

を持てるようになり、日本の批評家たちはアンダーソンの後継者について書くことで、ア

ンダーソンを思い出していた。1961 年に、小倉友昭は、米国からの旅の報告で、アフリ

カ系アメリカ人がクラシック界よりもジャズ界で成功しているのは事実だが、クラシック

音楽のアンダーソンの名声もクラシックだけでなく、彼女だから表現できる黒人霊歌の演

奏の影響が大きかったと述べている。そして、日本人はアフリカ系アメリカ人のジャズミ

ュージシャンとの間で、相互に尊重し合っていると書いた169。 
1982 年に木村英二は、「新西洋音楽事情――黒人オペラ歌手にまだ差別はあるのか」と

いう記事を書き、カーネギー・ホールで行われたグレース・バンブリーやシャーリー・ヴ

ァーレットによりアンダーソンの 80 歳の誕生日を祝う演奏会のことを取り上げている170。

1997 年に上地隆裕はアジア系やアフリカ系の人口の増加で、アフリカ系やアジア系の音

楽家たちが増えてクラシック界全体の人種構成が変わると予測しているが、マリアン・ア
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ンダーソンは、歌手と作曲家を中心としたこれまでのアフリカ系アメリカ人の簡潔な音楽

史のなかでは重要な人物として位置付けられている171。  
アンダーソンにとっても、来日している間に彼女と知り合った人々にとっても、1953

年が重要な意味をもったのは、音楽の交流と人種に関する問題意識が高まっただけでなく、

新たな友情を芽生えさせ、人間の優しさという点でも共鳴しあっていたからである。言葉

の壁や文化の違い、戦争の影と占領にもかかわらず、そのツアーはアンダーソン自身と彼

女を迎え入れた両者にとって、相互に豊かな経験をもたらした。その後何年もの間、アン

ダーソンは古垣会長の家族との手紙のやり取りが続いた。東京から離れて彼女のツアーに

同行した NHK 局員について、アンダーソンは「私の家族」と呼んでいる。(写真 27 と

28)172そのアンダーソンの「私の家族」の一員でもある通訳者の水原文枝は、アンダーソ

ンがアメリカに帰国して二週間後、来日の意味を振り返って以下のように書き綴った:  
 
「あなたがいなくて寂しいです。その生き生きとした優雅さ、正確さ、そして繊細な理

解力と他の人への思いやり。こんなにも素晴らしい機会を与えて頂いたことに毎日感謝し

ています。優雅さや謙虚さ、思いやりも、まだ存在しているのだとわかりましたし、それ

が素晴らしく、美しい美徳だということもわかりました。戦時中、特に戦後、人々が再び

社会に復帰をしようとしていた時、これらの美徳が踏みにじられ、若い世代は『取れるも

のならすべてを手に入れ、自分の能力より多く素早く取ろう、さもないと取られてしまう』

という考えで育ってきてしまいました。私もそんな考えに陥っているのではないかと不安

だったのです。私自身の体験でもあるのですが、誰だって自分の家やそのために働いてき

たすべてのものが爆弾で一瞬のうちに灰になってしまえば、辛く当たるし自分勝手になっ

てしまうものだと思っていました。でも、あなたはゼロから始め、そのなかで、思いやり、

優雅さ、勤勉さ、謙虚さを忘れないように葛藤し、時に感謝さえしているのですね。あら

ためて、あなたに神のご加護がありますように。そして、謙虚な姿勢、高貴さ、思いやり

にあふれた素晴らしい人間性をお示しくださり、感謝しています。私もあなたという良い

お手本がいるおかげで、少し優雅に、謙虚になれました。」173 
 
何よりも、アンダーソンのひと月におよぶ日本での滞在は、共感と癒しという人間的な

ふるまいで満たされていた。時代としては、めったにない歴史的な正念場でもあった。つ

まり、占領期のアメリカによる統治と国の新しい始まりの狭間でバランスをとり、仲間内

では、より安定的な関係性を築いていこうという希望のある時代であった。日本人は戦争

の影響と敗戦の結果としての文化的再構築という深い喪失感のなかにあったが、アンダー

ソンと彼女を迎えた日本の人々との間には、平和に太平洋を横断する交流が生まれ、それ

は賞賛すべき例となった。来日から二年後、NHK の開局 30 年を祝うメッセージの録音を

依頼され、アンダーソンはそのなかでこのツアーについて、「私のなかで、もっとも思い

出に残っている旅、経験のひとつです」と語っている174。彼女の言葉は外交的な儀礼でも

あるが、残っている録音の記録からは、その誠実な思いが聞こえる。アンダーソンと日本

で彼女を迎えた人々、広い意味での仲間 – 日本の音楽家たちや批評家たち、GHQやNHK
の人々、皇室の人々など、こういった人々との絶え間ないふれあいと、彼女の演奏が聴衆

に与えた力強い印象。日本のアンダーソンは要人として迎えられ、彼女もそれに応えて丁
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寧に応対した。そうして、相互に理解することを模索していたのは明らかだった。彼女の

演奏の深い感情と彼女の人間性からくる純粋な力は、日本の聴衆の魂に深く語りかけた。

その結果として、彼女の来日を語り、記録した驚くほど多くの論評が、日本の雑誌や新聞

に掲載され、インタビューが紹介され、ラジオが放送された。日本の批評家や音楽家とと

もに座談会にも呼ばれた。こうして、アンダーソンと日本の音楽家たちは、アフリカ系ア

メリカ人であれ、日本人であれ、どのようにして非西洋の演奏家たちが、ヨーロッパの規

範との特別な関係性を生み出せるのかを探究したのである。1950 年代の日本の聴衆は、

ドイツ・リートよりも黒人霊歌に馴染みがなかったが、それにもかかわらず、アフリカ系

アメリカ人であるアンダーソンのレパートリーには心を奪われたということを明かしてい

る。こんにち、西洋のクラシック音楽は、教育と演奏、そしてマルチメディアの普及とい

うグローバルなネットワークのなかで繁栄している。その世界的な枠組みでの相互依存は、

こうした豊かな異文化交流に端を発する。1953 年のマリアン・アンダーソンの日本ツア

ーはその国境を超えた多面的な歴史に、特筆すべき 1 ページを刻んだ。 
 

写真 27.  
NHK 会長の古垣鉄郎によるアンダーソンの

スケッチ。アンダーソンは、ここでは個人

名が明らかにされておらず、イラストには、

「ある声楽家の印象」というタイトルが付

けられている。『東京の窓』(東京: 宝文館, 
1954), Public domain. 
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写真 28.  
アイザック・ジョフェ（後列の左から 2 番目）と日本人の同僚のグループとともにいるアンダ

ーソン。右から 3 番目の女性は、おそらく水原文枝で、NHK の代表者でアンダーソンの日本

での演奏ツアーの期間中にアンダーソンに同行した。Courtesy Anderson Collection of 
Photographs. 

  
写真 29. 
このチラシは、日本でのコンサート

ツアーのための4つのプログラムの簡

略 化 し た 一 覧 で あ る 。 Hurok 
Attractions, Inc., compiler, “Marian 
Anderson [scrapbooks],” volume 1 (of 
2), Performing Arts Research 
Collections, New York Public 
Library. 詳細は、補遺 A のプログラ

ム一覧を参照。 
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ケイティー・A. カラム 
ハーバード大学音楽史専攻博士課程在学中。準備中の博士論文 To Look After and Preserve: 
Curating Musical America, 1905-1935 では、20 世紀初頭に聴覚と視覚を通して語られたアメ

リカ合衆国の音楽生活史を研究している。同大学アメリカ史研究所チャールズ・ウォーレン・

センターの研究助成を受け、アメリカ音楽協会(SAM)からマーク・タッカー賞及びマージェリ

ー・レーヴェンス博士研究フェローシップの両方を授与されている。 
 
木本 麻希子 (きもと まきこ) 
神戸大学大学院人間発達環境学研究科博士研究員。博士論文「セルゲイ・プロコフィエフの音

楽の暗号と芸術性――《ピアノ・ソナタ》におけるラインとコードのアナグラム」にて博士号

（学術）を取得。クラシックのピアノ演奏領域での専門的な実技経験を基盤としながら、主に

プロコフィエフのピアノ音楽に関する楽曲分析と演奏解釈を中心に研究を行う。 
 
大田 美佐子 (おおた みさこ) 
神戸大学大学院人間発達環境学研究科 人間表現系講座 准教授。東京生まれ。東京芸術大学で

音楽学を修め、学習院大学大学院でドイツ演劇の修士号を取得。博士論文は「芸術の要請と 
社会的効果 1930 年代へと向かうクルト・ヴァイルの音楽劇」(ウィーン大学, 2001)。文化史

的、あるいは越境的視点から西洋音楽史の研究教育を行い、2003 年から読売新聞を中心に関

西圏の音楽批評で活動。現在、日本語で新しいクルト・ヴァイルの評伝を執筆中である。 
 
キャロル・J. オージャ 
ハーバード大学音楽学部教授。著書 Bernstein Meets Broadway: Collaborative Art in a Time 
of War (2014)は、アメリカ音楽学会(AMS)のアメリカ文化音楽賞を受賞し、Making Music 
Modern: New York in the 1920s は、アメリカ音楽協会(SAM)のルーヴェンス賞を受賞。アメ

リカ音楽協会理事、ニューヨークフィルハーモニックのレナード・バーンスタイン・スカラ

ー・イン・レジデンス、ハーバード大学音楽学部長を務める。現在、マリアン・アンダーソン

とクラシック音楽の演奏の人種差別撤廃に関する著書を執筆している。 
 
謝辞 
  
執筆者一同、次の同僚、学生、及び研究機関に謝意を表します。--ハーバード大学ライシャワ

ー日本研究所の アンドリュー・ゴードン（元所長）、テオドル・C・ベスター (元所長)、メ

アリー・C. ブリントン(所長), ギャヴィン・ホワイトロー（エグゼクティブ・ディレクタ

ー）、そしてステイシー・マツモト（アシスタント・ディレクター）。ハーバード大学ライシ

ャワー日本研究所からは当研究グループの論文執筆活動のための10日間の海外研究奨励金及び

論文内の写真掲載のための著作権料を助成していただきました。日本学術振興会の海外研究者

招聘プログラム、ピーター・グリリ（ボストン日本協会名誉会長）、浦川宜也（ヴァイオリニ

スト、東京藝術大学名誉教授）、田中美鈴（公益財団法人青山音楽財団理事長）、肥山紗智

子、柏木ドリス、小田智美（以上、神戸大学学生）、チャールズ・ヒロシ・ギャレット（ミシ

ガン大学教授）、椿紅子（東京在住、音楽学者）、猪俣正幸（ＮHK交響楽団事業広報部広報グ

ループ）、内藤一成（宮内庁書陵部編修課主任研究官）、藁谷はるか（名古屋市公会堂館

長）、多田真紀子(神戸大学 人間科学図書館)、デーヴィッド・マックナイトとジョン・ポラ

ック（ペンシルベニア大学図書館）、エリ・ミズカネ（ペンシルベニア大学図書館管理・複写
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サービスコーディネーター）、永原宣（マサチューセッツ工科大学歴史学科准教授）、そして

山田久仁子（ハーバード燕京図書館日本コレクション司書）、エリザベス・ベルント・モリス

（ハーバード大学エッダ・カーン・ロエブ音楽図書館）にも感謝いたします。執筆者一同、

American Musicの編集者であるゲイル・シャーウッド・マギー、日本語版にコメントを寄せて

くれた大西義明にも謝意を表しますとともに、本論文の匿名の読者の皆様方にも厚く感謝を申

し上げます。 

 

  日本語版の脚注では、日本語で出版されたものに関しては日本語表記、英語版は英語表記を

採用している。日本人の名前は英語表記の際は、名前の後に苗字の順。今回、日本語の演奏会

評など、原文が日本語のものも多いため、American Music のご厚意で、英語版と同時に日本

語版も発表することになった。日本語訳は、原文が日本語の場合以外は、大田美佐子、木本麻

希子が担当した。 
基本参考文献に関しては、以下の略語を使用している。 

 
Anderson Collection of Photographs: Marian Anderson Papers, Rare Books and Manuscripts, 

Kislak Center for Special Collections, University of Pennsylvania Libraries 
Anderson Diary: [Marian Anderson], “The Year 1953,” personal diary, folder 7972, box 148, 

Anderson Papers  
Anderson-Hurok Scrapbooks: Hurok Attractions, Inc., compiler, “Marian Anderson 

[scrapbooks],” vol. 1 (of 2), Performing Arts Research Collections, New York Public Library  
Anderson Papers: Marian Anderson Papers, Rare Books and Manuscripts, Kislak Center for 

Special Collections, University of Pennsylvania Libraries  
Dower: John W. Dower, Embracing Defeat: Japan in the Wake of World War II (New York: W. 

W. Norton, 1999) ジョン・ダワー『敗北を抱きしめて – 第二次大戦後の日本人』上・下巻 (増補

版), 三浦陽一。高杉忠明・田代泰子訳, 東京: 岩波書店,2004年. 
Keiler: Allan Keiler, Marian Anderson: A Singer’s Journey (New York: Scribner, 2000) 

 
1 “Miss Anderson Sings to Royalty,” New York Times, May 24, 1953. 
 
2 1957 年秋のアンダーソンの演奏ツアーでは、現在の韓国、台湾、香港、フィリピン、カンボジア、

ミャンマー、ベトナム、タイ、シンガポール、マレーシア、スリランカ、インド、そしてパキスタ

ンを訪れた。（Keiler, 281-88; と Danielle Fosler-Lussier, Music in America’s Cold War 
Diplomacy  (Berkeley: University of Calfornia Press, 2015), 109-12.を参照）アンダーソンは、レ

ポーターに、韓国へ向かう途中に東京で 2 日間を過ごしたことを語り、「私は、4 年前にここで開

催した演奏ツアーで知り合った多くの友人に会いたいのです。」と話した。（Peter Ross, 
“Soldiers Like Classical Music: Marian Anderson,” Pacific Stars and Stripes, September 23, 1957, 
5）この出版物には複数のエディションがあり、明白に分類されていない。そのため、ここでは、

アンダーソンに関する記述を含むものに焦点を当てている。1950 年代、この米軍の日刊紙は、ア

メリカのニュースと広範囲にわたるスポーツ報道、クロスワードやパズル、そして簡易な日本語の

レッスンを含むその他のトピックを報道した。 
 
3 戦時の特需については、Dower 528 を参照。海外音楽家の来日の日付は Nippon Times に記録

されている。1953 年 3 月 19 日から 20 日のギーゼキングと NHK 交響楽団の演奏会の広告を参照

（1953 年 2 月 22 日の紙面に掲載）、ハイフェッツとカラヤンについては、Marcel Grilli, 
“Speaking of Music,” April 15, 1954.参照。1950 年代初頭の来日のヴィルトゥオーゾについて記録

している日本史の記述は以下の文献を参照。 (1) 皆川弘至 「クラシック音楽文化受容の変遷 : 外来
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演奏家によるコンサート史への一考察」(音楽表現学科特集号),『尚美学園大学芸術情報学部紀要』, 
2004 年, 71-164 頁; (2) 山崎浩太郎 『演奏史潭 1954/55 -クラシック音楽の黄金の日日』,東京: アル

ファベータブックス, 2017 年, 71-75 頁; (3) 伊奈一男 「来朝演奏家 噂話」,『音楽の友』, 1953 年 4
月号, 118 頁; (4) 日本戦後音楽史研究会『日本戦後音楽史 上 戦後から前衛の時代へ 1945-1973』, 
東京:平凡社, 2007 年, 42-61 頁。  
 
4 Dower, 23. 日本語増補版では、上巻 6 頁。占領期の音楽研究では、以下の文献も重要である――
日本戦後音楽史研究会編『日本戦後音楽史 上』と山崎浩太郎 『演奏史潭』。歴史に対する日本人

の姿勢に関しては、Philip A. Seaton, Japan’s Contested War Memories: The “Memory Rifts” in 
Historical Consciousness of World War II (London: Routledge, 2007)を参照。 
 
5 “Japan Sees Marion [sic] Anderson: With Spirituals and Classics, America’s Great Singer 
Scores Major Triumph in Orient,” Our World, November 1953, 27. 当件の複写は、マリアン・ア

ンダーソン・コレクション（folder 9847, box 238, Anderson Papers）で確認できる。 
 
6 “Recorded Concert Set,” Nippon Times, July 25, 1948, 3. これらの演奏会が開かれたことは、戦

後直後の日本では想像し難いと感じられるが、ライブ演奏ではなく、レコードコンサートが開かれ

た。レコードコンサートのレパートリーに関しては、サミュエル・バーバーの《管弦楽のためのエ

ッセイ第 2 番》、ディームズ・テイラーの《鏡の国のアリス組曲》、マリアン・アンダーソンによ

って歌われた黒人霊歌も、CIE 図書館の「150 の日本人の常連客」では視聴可能であった。 
 
7 「美しさを根っこに横へのつながりを末盛千枝子×舟越桂×中村桂子」生命誌ジャーナル 2008 年

冬号 (http://www.brh.co.jp/seimeishi/journal/059/talk_index.html#talk_02). チケット価格につい

ては、写真 29 を参照。 
 
8 2018 年 2 月 8 日に米国マサチューセッツ州ケンブリッジでのピーター・グリリ、大田美佐子、キ

ャロル・オージャの対談に基づく。2018 年 7 月 18 日にオージャからの E メールを通した対話で、
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